
 

 

 

 

 

意見募集期間 

 

平成２５年１１月２６日（火）～平成２５年１２月２５日（水） 

※郵送の場合は、当日消印有効 

 

応募資格 

 

千歳市内に在住、在勤または在学の方 

 

意見の提出方法 

 

○ 「意見書」用紙に住所・氏名（法人の場合は、その名称・事務所の所在

地等の連絡先）・電話番号・ご意見等をもれなく記載してください。 

○ 郵便、ファクシミリ、電子メール、意見箱への書面の投函のいずれかに

よります。 

○ 記載事項漏れや電話・口頭でのご意見は、提出意見として取り扱わな

い場合があります。 

 

意見の提出先・問合せ 

 

〒０６６－８６８６ 

千歳市東雲町２丁目３４番地 

千歳市教育委員会教育部企画総務課企画係 

電 話：０１２３－２４－３１３１（内線５１１） 

   ：０１２３－２４－０８４５（直通） 

ＦＡＸ：０１２３－２４－０３７４ 

e-mail：kyoikukikaku@city.chitose.hokkaido.jp 

 

 

千歳市学校教育基本計画（素案） 

パブリックコメント（市民意見公募）閲覧用資料 



千歳市学校教育基本計画（素案）の概要 

 

※ 詳細は、「千歳市学校教育基本計画（素案）」を参照してください。 

第第第第１１１１章章章章    計画計画計画計画のののの策定策定策定策定    

 

１１１１    計画策定計画策定計画策定計画策定のののの趣旨趣旨趣旨趣旨        【【【【素案素案素案素案２２２２ページページページページ】】】】    

  千歳市では、毎年「千歳市教育重点目標」を定め、その時々の子どもの状況や課題を踏まえながら教

育行政を推進してきましたが、少子化や核家族化、国際化、情報化の進展など、教育を取り巻く環境は急

速に変化しています。そのような中、安心して子育てができる環境を整備するとともに、子どもたちが共に

生き生きと学び、育つことができるよう、千歳市ならではの特色を活かした学校教育の充実と、千歳市の

未来を支える子どもたちがすくすくと育つことができる環境の整備がこれまで以上に重要になっています。 

  このようなことから、千歳市においては、教育基本法にのっとり、長期的な展望に立って千歳市の教育の

方向性を示す基本計画としてこの計画を策定し、「すべては子どもたちのために」を基本とし、教育行政を

推進していきます。 

 

２２２２    計画計画計画計画のののの性格性格性格性格        【【【【素案素案素案素案２２２２ページページページページ】】】】    

  この計画は「千歳市第６期総合計画」における学校教育分野の個別計画として位置付けるとともに、教

育基本法第 17 条第 2 項に規定される、教育の進行のための施策に関する基本的な計画としての性格を

併せ持つものです。なお、目標指標については、今後も指標の内容や目標値などを精査した上で、最終案

に取り込んでいきます。 

 

３３３３    計画計画計画計画のののの構成構成構成構成とととと期間期間期間期間        【【【【素案素案素案素案２２２２ページページページページ】】】】    

(1) 計画の構成 

     千歳市学校教育基本計画は、今後めざすべき教育の基本的な方向性や取組等を明らかにするた

め、「基本目標」、「基本方向」、「施策項目」で構成され、施策項目に沿って展開される主な取組に

対する具体的な内容を示し、その達成度を市民の皆さんに分かりやすく示すため、目標指標を設定

しています。 

(2) 計画の期間 

23 年度 

(2011) 

24年度 

(2012) 

25 年度 

(2013) 

26年度 

(2014) 

27年度 

(2015) 

28年度 

(2016) 

29 年度 

(2017) 

30年度 

(2018) 

31年度 

(2019) 

32年度 

(2020) 

    

４４４４    計画計画計画計画のののの点検点検点検点検・・・・評価評価評価評価        【【【【素案素案素案素案３３３３ページページページページ】】】】    

  計画の推進に当たっては、ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づき、毎年度、計画に基づく教育施策の実施

状況等について、点検・評価を行い、その結果を翌年度以降の施策に反映させながら、実効性のある計

画の推進に努めます。 

千歳市第６期総合計画 

第２期教育振興基本計画 

北海道教育推進計画(改訂版) 

千歳市学校教育基本計画 



    

第第第第２２２２章章章章    社会情勢社会情勢社会情勢社会情勢とととと千歳千歳千歳千歳のののの教育教育教育教育のののの現状現状現状現状        

 

１１１１    社会情勢社会情勢社会情勢社会情勢        【【【【素案素案素案素案６６６６～～～～７７７７ページページページページ】】】】    

    我が国における社会情勢を整理しています。 

(1) 少子化・高齢化 

(2) 高度情報化の進展 

(3) グローバル化の進展 

(4) 経済・社会構造の変化 

 

２２２２    千歳市千歳市千歳市千歳市のののの教育教育教育教育のののの現状現状現状現状        【【【【素案素案素案素案７７７７～～～～１１１１１１１１ページページページページ】】】】    

    千歳市がもつ教育の現状を整理しています。 

(1) 子どもたちの現状 

  ① 学力 

  ② 体力 

  ③ 基本的生活習慣 

  ④ 規範意識 

  ⑤ 問題行動 

  ⑥ 自己肯定感 

  ⑦ 人間関係・コミュニケーション 

  ⑧ 特別支援教育 

(2) 学校の現状 

  ① 学校運営 

  ② 教員 

  ③ 学校施設 

  ④ 家庭・地域社会の現状 

    

第第第第３３３３章章章章    千歳市千歳市千歳市千歳市のののの目指目指目指目指すすすす教育教育教育教育        

  

１１１１    基本理念基本理念基本理念基本理念        【【【【素案素案素案素案１４１４１４１４ページページページページ】】】】    

千歳市学校教育基本計画では、「みんなで進める千歳のまちづくり条例」の前文で示された「事にあたっ

て一致団結する」根本の精神を踏まえて、次のとおり基本理念を定めています。 

 

 『ふるさと千歳に感謝し ふるさと千歳を愛し ふるさと千歳の発展を祈り 千歳の未来を託す』 

    

２２２２    教育教育教育教育のののの行動行動行動行動とととと求求求求められるめられるめられるめられる人間像人間像人間像人間像        【【【【素案素案素案素案１５１５１５１５ページページページページ】】】】    

 現在の教育の行動と求められる人間像について記載しています。 

(1) 義務教育の目的 

(2) グローバルな時代に求められる能力 

 



    

３３３３    千歳市千歳市千歳市千歳市がががが求求求求めるめるめるめる教育教育教育教育のののの姿姿姿姿        【【【【素案素案素案素案１６１６１６１６ページページページページ】】】】    

 千歳市が求める教育の姿を記述しています。 

(1) 未来を託す 

(2) 先人に学ぶ 

    

第第第第４４４４章章章章    計画計画計画計画のののの基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方    

 

１１１１    計画計画計画計画のののの呼称呼称呼称呼称        【【【【素案素案素案素案１８１８１８１８ページページページページ】】】】    

  この計画は、 

「千歳市学校教育基本計画」～未来への飛翔・すべては子どもたちのために～  とします。 

 

２２２２    計画計画計画計画のののの基本目標基本目標基本目標基本目標        【【【【素案素案素案素案１８１８１８１８～～～～２０２０２０２０ページページページページ】】】】    

  千歳市学校教育基本計画では、基本理念に基づき、「３つの基本目標」と「１１の基本方向」を次のとお

り定めています。 

 

 【基本目標1 ふるさと千歳への感謝と希望を育てる】 

① 子どもたちに自己有用感を育てる教育の推進 

② 安全・安心な教育環境の充実 

③ 家庭の教育力の向上への支援の充実 

④ 地域全体で子どもを育む環境づくりの推進 

 

 【基本目標２ 国際都市千歳にふさわしいグローバルな感覚を育てる】 

⑤ 新しい時代に対応した学校改善の推進と「学校力」の向上 

⑥ 社会の変化に対応する力を育成する教育の推進 

⑦ 国際社会に生きる人材を育成する教育の推進 

 

 【基本目標３ 知的な探究心を持ち積極的に行動する力を育てる】 

⑧ 確かな学力を育成する教育の推進 

⑨ 豊かな心を育成する教育の推進 

⑩ 健やかな身体を育成する教育の推進 

⑪ 特別支援教育の推進 

    

３３３３    具現化具現化具現化具現化のののの視点視点視点視点        【【【【素案素案素案素案２０２０２０２０ページページページページ】】】】    

  千歳市学校教育基本計画については、その大部分は、それぞれの学校が千歳市民の願いを受け止め、

校長のリーダーシップのもと教職員の協働により具現化するものでありますが、次の５つの視点を踏まえ、

先に掲げた基本目標を具現化するための基本方向や施策項目などを定めています。 

  

(1) 学校は、「ふるさと千歳」を体験させ、誰もがかけがえのない存在であることを教える。 

(2) 学校は、経営改善を着実に進め、「学校力」の向上を図る。 

(3) 学校は、一人一人の子どもたちに「生きる力」を確実に身につけさせる。 

(4) 家庭と地域は、「家庭力」「地域力」を発揮し、学校を支援する。 

(5) 教育委員会は、取組の状況をとらえながら計画を「マネジメント」する。 



    

４４４４    施策施策施策施策のののの体系体系体系体系        【【【【素案素案素案素案２１２１２１２１ページページページページ】】】】    

    

千歳市学校教育基本目標 

基本目標 基本方向 施策項目 

１ ふるさと千歳への感謝と希

望を育てる 

<基礎となる基本目標> 

１ 子どもたちに自己有用感を育てる教

育の推進 

１ 千歳市の特色を活かした教育活動の推進 

２ 認め合い高め合う学年・学級経営の推進 

３ 教育相談体制の充実 

４ いじめ・不登校問題への取組の充実 

２ 安全・安心な教育環境の充実 

５ 学校施設・設備の充実 

６ 防災・安全教育の推進 

７ 就学（修学）支援の充実 

３ 家庭の教育力の向上への支援の充

実 

８ 家庭の教育力の向上 

９ 幼児教育・子育て支援の充実 

４ 地域全体で子どもを育む環境づくりの

推進 

１０ 地域の教育力の向上 

１１ 子どもたちの安全・安心を確保する体制づく

りの推進 

２ 国際都市千歳にふさわしい

グローバルな感覚を育てる 

<時代のニーズに応じた基本

目標> 

５ 新しい時代に対応した学校改善の推

進と「学校力」の向上 

１２ 学校組織の活性化に向けた取組の推進 

１３ 開かれた学校づくりの推進 

１４ 教職員の資質・能力の向上 

１５ 学校間の連携・接続の推進 

１６ 関係機関団体との連携協力の推進 

６ 社会の変化に対応する力を育成する

教育の推進 

１７ ＩＣＴ教育の充実 

１８ 環境教育の推進 

７ 国際社会に生きる人材を育成する教

育の推進 

１９ 外国語教育の充実 

２０ 国際理解・異文化理解教育の充実 

３ 知的な探究心を持ち積極

的に行動する力を育てる 

<生きる力(知・徳・体)を育む

ための基本目標> 

８ 確かな学力を育成する教育の推進 

２１ 確かな学力を育成する教育の推進 

２２ 学ぶ意欲を高める指導の充実 

９ 豊かな心を育成する教育の推進 

２３ 道徳教育の充実 

２４ 読書活動の推進 

２５ 体験的な活動の充実 

１０ 健やかな身体を育成する教育の推

進 

２６ 体力・運動能力の向上 

２７ 食育の推進 

２８ 健康教育の推進 

１１ 特別支援教育の推進 

２９ 特別支援教育の体制整備 

３０ 一人一人の教育的ニーズを踏まえた指導の

充実 

 



基本目標1 ふるさと千歳への感謝と希望を育てる 

第第第第５５５５章章章章    施策項目施策項目施策項目施策項目    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 安全・安心な教育環境の充実 【素案 30～32 ページ】 

 

((((５５５５))))学校施設学校施設学校施設学校施設・・・・設備設備設備設備のののの充実充実充実充実    

子どもたちが一日の大半を過ごす場である学校の安全を確保するとともに、地域の避難施設とし

ての機能を高めていくために、学校施設の計画的な整備に努めます。 

((((６６６６))))防災防災防災防災・・・・安全教育安全教育安全教育安全教育のののの推進推進推進推進    

子どもたちが交通事故や犯罪危害、自然災害等の危険から、自ら身を守ることができるよう主体

的に行動できる実践的態度を培う防災教育の推進に努めます。    

((((７７７７))))就学就学就学就学((((修学修学修学修学))))支援支援支援支援のののの充実充実充実充実    

次代を担う意欲ある人材を育成するとともに、保護者の経済的負担を軽減するため、就園・就学

支援や奨学金制度を推進し、教育の機会均等を確保します。 

 
１ 子どもたちに自己有用感を育てる教育の推進    【素案 26～29 ページ】 

 

((((１１１１))))千歳市千歳市千歳市千歳市のののの特色特色特色特色をををを生生生生かしたかしたかしたかした教育活動教育活動教育活動教育活動のののの推進推進推進推進    

子どもたちに毎日の通学に喜びを感じさせるとともに、千歳の歴史や文化、人々の工夫や努力に

ふれさせながら、成長への希望や意志を生み出す取組を推進します。 

((((２２２２))))認認認認めめめめ合合合合いいいい高高高高めめめめ合合合合うううう学年学年学年学年・・・・学級経営学級経営学級経営学級経営のののの推進推進推進推進    

児童生徒の発達段階に応じた自治的な機能を引き出しながら、一人一人の子どもの個性と努力

が認められ、互いに高め合う学年学級経営を推進します。 

((((３３３３))))教育相談体制教育相談体制教育相談体制教育相談体制のののの充実充実充実充実    

社会環境の変化や個々の児童生徒の状態に対応できるよう、専門家や地域の人材を活用した、

教育相談体制の充実を図ります。 

((((４４４４))))いじめ・いじめ・いじめ・いじめ・不登校問題不登校問題不登校問題不登校問題へのへのへのへの取組取組取組取組のののの充実充実充実充実    

いじめ根絶に向けて、いじめの未然防止及び早期発見・早期対応に向けた取組の推進や、不登

校児童生徒の学校復帰を目指すなど、いじめ・不登校問題への取組の充実を図ります。 

 
３ 家庭の教育力の向上への支援の充実    【素案 33～34 ページ】 

 

((((８８８８))))家庭家庭家庭家庭のののの教育力教育力教育力教育力のののの向上向上向上向上    

子どもの成長の喜びを学校と家庭は共有し、連携して子どもの教育にあたるため、学校は積極的

に家庭に対し、情報の提供等の働きかけを行います。    

((((９９９９))))幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育・・・・子育子育子育子育てててて支援支援支援支援のののの充実充実充実充実    

保護者・幼児教育関係者・小学校教育関係者は「子ども観」「教育観」を共有し、協働して子育て

をすすめる体制を整えます。 



基本目標２ 国際都市千歳にふさわしいグローバルな感覚を育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５ 新しい時代に対応した学校改善の推進と「学校力」の向上    【素案 38～42 ページ】 

 

(12)(12)(12)(12)学校組織学校組織学校組織学校組織のののの活性化活性化活性化活性化にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組のののの推進推進推進推進    

学校の総合的な機能を十分に果たすための校内組織体制を工夫し、計画・実施・評価・改善のサ

イクルが成果や好循環生んでいる事例を紹介するとともに意見交換の場を設けるなど、学校の活性

化を図ります。    

(13)(13)(13)(13)開開開開かれたかれたかれたかれた学校学校学校学校づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進    

学校からは情報の積極的な発信と公開、家庭や地域からは学校への支援を積極的に行うなど、

双方が目標を共有化できる｢開かれた学校づくり」を推進します。    

(14)(14)(14)(14)教職員教職員教職員教職員のののの資質資質資質資質・・・・能力能力能力能力のののの向上向上向上向上    

教職員の資質・能力の向上を目的とした校内外の研修の充実を図ります。    

(15)(15)(15)(15)学校間学校間学校間学校間のののの連携連携連携連携・・・・接続接続接続接続のののの推進推進推進推進    

幼稚園や高等学校を含めた近隣の学校による合同での研究会や研修会を効果的に利用し、学

校種間での指導の在り方の共通理解などを通じ、指導計画や指導方法の改善を図ります。 

(16)(16)(16)(16)関係機関団体関係機関団体関係機関団体関係機関団体とのとのとのとの連携協力連携協力連携協力連携協力のののの推進推進推進推進    

関係機関や団体など連携・協力を図り、教育活動を充実させて学校力の向上に努めます。 

 
４ 地域全体で子どもを育む環境づくりの推進    【素案 35～36 ページ】 

 

(10)(10)(10)(10)防災防災防災防災・・・・安全教育安全教育安全教育安全教育のののの推進推進推進推進    

「学校から地域へ、地域から学校へ」という考えの基に、相互に活動の場を求めながら理解を深

め、連携して子どもたちの教育を進める体制の充実を図ります。 

(11)(11)(11)(11)子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心をををを確保確保確保確保するするするする体制体制体制体制づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進    

小学校・中学校・地域が一体となった避難訓練を実施するなど、各種災害事故から子どもたちの

安全を確保する体制づくりを工夫します。 

 
６ 社会の変化に対応する力を育成する教育の推進 【素案 43～44 ページ】 

 

(17)(17)(17)(17)ＩＩＩＩＣＴＣＴＣＴＣＴ教育教育教育教育のののの充実充実充実充実    

情報化の進展に対応し、一層の学力向上を目的としたＩＣＴ環境整備を進め、教職員の活用能力

や子どもたちの情報活用能力の育成を図ります。 

(18)(18)(18)(18)環境教育環境教育環境教育環境教育のののの推進推進推進推進    

千歳川や支笏湖、青葉公園など身近な自然環境を調べることを通して、環境問題についての理

解を深め自然を守る教育を推進します。 

 



基本目標３ 知的な探究心を持ち積極的に行動する力を育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
７ 国際社会に生きる人材を育成する教育の推進    【素案 45～46 ページ】 

 

(19)(19)(19)(19)外国語教育外国語教育外国語教育外国語教育のののの推進推進推進推進    

国際社会に生きる人間として望ましい態度や、外国語を用いて積極的にコミュニケーションを図る

ことのできる資質や能力の育成を図ります。 

((((20202020))))国際理解国際理解国際理解国際理解・・・・異文化理解教育異文化理解教育異文化理解教育異文化理解教育のののの推進推進推進推進    

子どもたちが国際理解・国際交流イベントに参加することを通じて、子どもたちが外国語や外国の

文化に興味を持ち慣れ親しむとともに、積極的にコミュニケーションを図る取組を支援し、国際理解

促進のための環境づくりに努めます。 

 
８ 確かな学力を育成する教育の推進    【素案 48～49 ページ】 

 

(21)(21)(21)(21)確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力をををを育成育成育成育成するするするする教育教育教育教育のののの推進推進推進推進    

全国学力・学習状況調査と標準学力検査の結果分析をもとに、千歳市学力向上検討委員会で授

業改善案の検討を進め、個に応じたきめ細かな学習指導と学習習慣の確立に努めます。 

(22)(22)(22)(22)学学学学ぶぶぶぶ意欲意欲意欲意欲をををを高高高高めるめるめるめる指導指導指導指導のののの充実充実充実充実    

児童生徒の興味・関心に応じた問題解決的・体験的な学習を多く取り入れ、児童生徒の学ぶ意

欲を高める指導の充実に努めます。    

 
９ 豊かな心を育成する教育の推進 【素案 50～52 ページ】 

 

(23)(23)(23)(23)道徳教育道徳教育道徳教育道徳教育のののの充実充実充実充実    

学校が家庭や地域と連携する中で、規範意識や生命尊重、思いやりの心を育むとともに、社会性

や豊かな人間性を育む道徳教育の充実を図ります。 

(24)(24)(24)(24)読書活動読書活動読書活動読書活動のののの推進推進推進推進    

学校・家庭・地域が一体となり、児童生徒が自主的に読書活動を行うことができるよう、環境づくり

に取り組み、読書活動を推進します。    

(25)(25)(25)(25)体験的体験的体験的体験的なななな活動活動活動活動のののの充実充実充実充実    

社会性や豊かな人間性を育み、社会の一員としての自覚を深めさせるため、学校と地域社会との

連携を図り、地域が有する様々な教育資源を生かした体験活動の充実を図ります。 

 
１０ 健やかな身体を育成する教育の推進 【素案 53～55 ページ】 

 

(26)(26)(26)(26)体力体力体力体力・・・・運動能力運動能力運動能力運動能力のののの向上向上向上向上    

運動や外遊び、スポーツの楽しさを実感させ、運動習慣の定着や生活習慣の改善を図るため、

体力・運動能力の向上に努めます。 

(27)(27)(27)(27)食育食育食育食育のののの推進推進推進推進    

児童生徒が食に関する正しい知識や食習慣を身につけるよう、給食での地場産物の活用の促進

などにより、学校における食育※を推進するとともに、給食の安全確保に努めます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(28)(28)(28)(28)健康教育健康教育健康教育健康教育のののの推進推進推進推進    

児童生徒が発達段階に応じて、健康に関する正しい知識や規範意識を身に付け、健康の保持推

進を図るための実践力を培う健康教育を進めます。    

 
１１ 特別支援教育の推進    【素案 56～57 ページ】 

(29)(29)(29)(29)特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育のののの体制整備体制整備体制整備体制整備    

特別な支援教育を必要とする児童生徒を的確に把握し、将来自立や社会参加ができるよう、児

童生徒一人一人の障がいに応じた特別支援教育の体制整備を推進します。 

(30)(30)(30)(30)一人一人一人一人一人一人一人一人のののの教育的教育的教育的教育的ニーズをニーズをニーズをニーズを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた指導指導指導指導のののの充実充実充実充実    

個々の教育的ニーズに応じて適切な指導・支援ができるよう、特別支援教育コーディネーターを

中心に、関係機関や保護者との連携を図る中で校内特別支援委員会を機能させ、特別支援教育の

充実を図ります。    

   千歳市学校教育基本計画（素案）の内容につき

まして、みなさんの御意見をお寄せください。 
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第１章 計画の策定 

 

１ 計画策定の趣旨 

これまで千歳市においては、「みんなで生き生き活力創造都市 ちとせ」の将来都市像

（千歳市第 6 期総合計画）の実現に向けた様々な取組を進めてきました。 

平成18 年12 月に施行された改正教育基本法においては、地方公共団体は、国の計画

を参酌し基本的な計画の策定に努めることとされました。 

平成 20 年 7 月に閣議決定された国の教育振興基本計画では、今後 10 年間を通じて

目指すべき教育の姿として、義務教育終了までにすべての子どもに自立して社会で生きて

いく基礎を育てることや、社会を支え発展させるとともに国際社会をリードする人材を育てる

ことを目標としています。 

千歳市では、毎年「千歳市教育重点目標」を定め、その時々の子どもの状況や課題を踏

まえながら教育行政を推進してきましたが、少子化や核家族化、国際化、情報化の進展な

ど、教育を取り巻く環境は急速に変化しています。そのような中、安心して子育てができる環

境を整備するとともに、子どもたちが共に生き生きと学び、育つことができるよう、千歳市なら

ではの特色を活かした学校教育の充実と、千歳市の未来を支える子どもたちがすくすくと育

つことができる環境の整備がこれまで以上に重要になっています。 

このようなことから、千歳市においては、教育基本法にのっとり、長期的な展望に立って千

歳市の教育の方向性を示す基本計画としてこの計画を策定し、「すべては子どもたちのため

に」を基本とし、教育行政を推進していきます。 

 

２ 計画の性格 

この計画は、「千歳市第 6 期総合計画」（平成 23 年度～平成 32 年度）における学校教

育分野の個別計画として位置付けるとともに、教育基本法第 17 条第 2 項に規定される、

教育の振興のための施策に関する基本的な計画としての性格を併せ持つものです。 

 

３ 計画の構成と期間 

(1) 構成 

千歳市学校教育基本計画は、今後めざすべき教育の基本的な方向性や取組等を明ら

かにするため、「基本目標」、「基本方向」、「施策項目」で構成され、施策項目に沿って展

開される主な取組に対する具体的な内容を示し、その達成度を市民の皆さんに分かりやす

く示すため、目標指標を設定しています。 

(2) 期間 

計画期間は、平成 26 年度～平成 32 年度までの 7 年間とし、社会経済情勢の変化な

どを踏まえ、必要に応じて見直しを行います。 
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４ 計画の点検・評価 

計画の推進に当たっては、ＰＤＣＡサイクル

※

の考え方に基づき、毎年度、計画に基づく

教育施策の実施状況等について点検・評価を行い、その結果を翌年度以降の施策に反映

させながら、実効性のある計画の推進に努めます。 

※※※※ＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡサイクルサイクルサイクルサイクル：：：：計画（Plan）を着実に実行（Do）し、その結果を客観的に評価（Check）することにより改善（Action）につなげること。 
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第２章 社会情勢と千歳の教育の現状 

 

 １ 社会情勢 

(1) 少子化・高齢化 

我が国においては、世界に例を見ない速さで少子高齢化が進展しており、それに伴い

全国の人口は、平成 17 年度から人口減少社会に突入し、年々人口が減少しています。 

千歳市では、恵まれた生活環境や立地条件などを背景に都市基盤の整備を進める

一方、各種産業の振興を促進してきた結果、今日まで人口の増加が続いていますが、

将来的には減少に転ずることが予想されています。その中で、年少人口（14 歳以下）と

生産年齢人口（15 歳以上 64 歳以下）が減少する一方、老年人口（65 歳以上）は増加

が続き、高齢化率はさらに高まると予想されます。また、千歳市の一般世帯の一世帯人

員も年々減少し、平成 32 年は、2．24 人と見込んでいます。 

このような核家族化の進行や世帯規模の縮小、生活様式の変化により、家庭の共感

や共生の場としての役割が薄まり、子どもに対する保護者の過保護・過干渉を招きやすく

なることや子育ての経験・知識が伝わりにくくなることが指摘され、家庭の教育力の向上

に向けた支援が必要です。 

 

(2) 高度情報化の進展 

インターネットや携帯電話・スマートフォンの普及など高度情報化の進展により、日常

生活や経済活動の利便性は飛躍的に向上しており、あらゆる分野における情報の重要

性が高まっています。 

一方で、人と人との直接的な交流の希薄化や読書離れ・活字離れが指摘されていま

す。さらに、個人情報の漏洩や有害情報の氾濫、ネットいじめなど、高度情報化の負の

側面も見受けられます。このような中では、情報を取捨選択し活用できる能力の向上や、

情報モラル

※

を身に付けることが大切です。 

 

(3) グローバル化の進展 

インターネットをはじめとする情報通信技術の発達により、グローバル化

※

が急速に拡大

しており、人・物・情報をはじめ文化や価値観の交流が地球的規模で進む中で、英語など

の外国語によるコミュニケーション能力、自らの国や文化、地域に関する知識など、世界

的な交流や競争が進む中で必要となる知識や能力を習得し、国際的な視野を持つこと

が求められています。 

  

※※※※情報情報情報情報モラルモラルモラルモラル：：：：プライバシーの保護、著作権に対する正しい認識、コンピュータセキュリティ（事故や犯罪等に対する情報の保護・保全）の必要性

に対する理解、情報の受発信におけるエチケットの遵守など、情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度。 

※※※※グローバルグローバルグローバルグローバル化化化化：：：：資本や労働力の国境を越えた移動が活性化するとともに、貿易を通じた商品・サービスの取引や、海外への投資が増大するこ

とによって世界における経済的な結びつきが深まること。 
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(4) 経済・社会構造の変化 

グローバル化した世界経済にあって、日本にあっても厳しい経済状況を背景として、雇

用形態の多様化が進行する中で、失業率や非正規雇用者の割合が上昇してきており、

経済的格差の拡大と社会の階層化を招く要因となることが懸念されています。このような

中、若者の早期離職、ニート

※

の問題も顕在化しており、教育を通じた職業観・勤労観の

育成が重要です。 

さらに、経済的格差の拡大により教育機会の格差が生じることが指摘されるとともに、こ

のことによる格差の連鎖についても懸念されています。教育の機会均等を保障するため

の取組が必要となっています。 

また、仕事に追われ、過労によって健康を損ねたり、仕事と子育てや介護との両立に

悩むなど、仕事と生活の間で問題を抱える保護者も少なくありません。不安定な家庭生

活が子どもの成長に与える影響は大きいものであり、福祉部門とも協力しながら支援して

いく必要があります。 

    

    ２ 千歳の教育の現状 

(1) 子どもたちの現状 

① 学力 

平成 25 年度「全国学力・学習状況調査

※

」において、小学校 6 年生の正答率は全

国平均との差が確実に縮まっていますが、国語・算数ともに全国平均と比較するとや

や低い状況にあります。正答した問題数では 1 問以内の差であるものの、全国平均を

目標とするとまだまだ改善を要すると言えます。 

中学校 3 年生では、小学校よりも全国平均に近づいているとは言え、やや全国平均

を下回っており、改善の余地があります。特に、国語・数学とも「主に活用に関する問題」

を苦手とする傾向が見られます。 

「全国学力・学習状況調査」により測定できるのは、学力の特定の一部分であること、

学校における教育活動の一側面に過ぎないことを踏まえ、千歳市では、全ての教育活

動を充実していくことはもとより、小学校 6 年生と中学校 3 年生に限らず、全ての学年

の学習内容の理解を一層深めていくために、標準学力検査と知能検査を実施し、千

歳市学力向上検討委員会を設置して、千歳市の子どもたちの学力向上をめざした取

組を進めています。 

  

※※※※ニートニートニートニート：：：：Ｎｏｔ in Education,Employment,or Training の略。職業に就かず、学業も職業訓練もしていない者とされている。 

※※※※全国学力全国学力全国学力全国学力・・・・学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査：：：：全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、各地域における児童生徒の学力・学習状況

を把握・分析することにより、教育及び教育施策の成果と課題を検証し、改善を図るとともに、各教育委員会、学校等が全国的な状況との関係に

おいて、自らの教育及び教育施策の成果と課題を把握し、改善を図ることを目的として国が平成 19 年度から実施している調査のこと。対象は、小

学校第 6 学年児童及び中学校第 3 学年生徒。（平成 25 年度「全国学力・学習状況調査」を記載している質問については、P60 以降の資料編に

結果を掲載しています。） 
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② 体力・運動能力、運動習慣 

小学校の平成 24 年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査

※

」（抽出）の結果

を見ると、男子では、「立ち幅跳び」がわずかに全国平均を超えたものの、その他 7 種

目では全国平均を下回りました。特に、「長座体前屈」「反復横跳び」「シャトルラン

※

」

では大きく下回っています。女子では、「握力」が全国平均を超えたものの、その他７種

目では全国平均を下回りました。特に、「反復横跳び」「シャトルラン」「50ｍ走」で大きく

下回っています。 

また、運動習慣においては、全国との顕著な差異は認められないものの、意欲にお

いて消極的な傾向が見られました。 

③ 基本的生活習慣 

平成 25 年度「全国学力・学習状況調査」において、千歳市の児童生徒のうち、「朝

食を毎日食べているか」を問う質問に対して、「あまり食べていない」「全く食べていない」

と回答した割合は、小6で４．５％、中3で７．３％

資料①

となっています。小学校は、全国

を上回っており、小中ともに朝食を食べていない児童生徒が一定の割合でいると言え

ます。 

また、「普段（月～金曜日）、何時ごろ起きるか」を問う質問に対して、「午前 7 時以

降」と回答した割合は、小6で１６．９％、中3で３２．７％

資料②

となっており、小学校では

全国より早く起き、中学校では全国より遅く起きる傾向があります。 

④ 規範意識 

平成 25 年度「全国学力・学習状況調査」において、「携帯電話やスマートフォンの

使い方について、家の人と約束したことをきちんと守っている、だいたい守っている」と

回答した児童生徒の割合は、小 6 で３１．９％、中 3 で４４．４％となっており、小中とも

全国より下回っていますが、「携帯電話やスマートフォンを所有している児童生徒のう

ち、使い方について、家の人と約束したことをきちんと守っている」と回答した児童生徒

の割合は、小6で６６．４％、中3で３９．７％

資料③

となっており、小中ともに全国より上回

っています。また、「学校のきまりを守っている、どちらかといえば守っている」と回答した

児童生徒の割合は、小 6 で８７．３％、中 3 で９２．２％

資料④

となっており、小学校は全

国を下回り、中学校は全国を上回っています。また、平成 24 年度「全国学力・学習状

況調査」では、「友達との約束を守っている、どちらかといえば守っている」と回答した児

童生徒の割合は、小 6 で 93．7％、中 3 で 96．6％となっており、小中ともに全国を下

回っています。家庭や学校、集団活動における約束事やマナーなどの社会的なルー

ルを守り、それに基づいて判断したり行動する意識をさらに養う必要があります。 

  

※※※※全国体力全国体力全国体力全国体力・・・・運動能力運動能力運動能力運動能力、、、、運動習慣等調査運動習慣等調査運動習慣等調査運動習慣等調査：：：：子どもの体力が低下している状況にかんがみ、全国的な子どもの体力の状況を把握・分析する

ことにより、子どもの体力の向上に係る施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、子どもの体力の向上に関す

る継続的な検証改善サイクルを確立し、学校における体育・健康に関する指導などの改善に役立てることを目的として、国が全国の小学校第５学

年及び中学校第２学年を対象に平成 20 年度から実施している調査。 

※※※※シャトルランシャトルランシャトルランシャトルラン：：：：反復持久走を測定する体力測定の方法のひとつ。20m の間隔に引かれたラインを往復して走ることを繰り返し、時間内に到達し

た回数を測定する持久走テスト。 
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⑤ 問題行動 

◇いじめ 

文部科学省が毎年度実施する「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に

関する調査

※

」において、千歳市における平成２４年度のいじめ認知件数は、小学校

８件、中学校１８件で、全道の在籍比割合より低い傾向で推移しています。いじめ問

題への対応は、一つ一つの内容を正確に把握し、教職員の共通理解のもと、適切

な支援・指導を行うことによって解消に当たっています。千歳市では、「いじめは人間

として絶対に許されない行為であること」や「いじめはどこの学校でも、どの子にも起こ

りうるもの」という認識を持って、いじめの未然防止や早期発見・早期対応に努めて

います。 

◇不登校 

「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」において千歳市

の不登校児童生徒数は、平成 19 年度の 83 人をピークに、毎年増減はあるものの

概ね 75 人前後で推移していましたが、平成 24 年度は、小学校 6 人、中学校 50

人と減少しています。小学校の在籍比割合は全道及び全国より低く推移しています

が、中学校の割合は全国より低いものの、全道よりは高い傾向も見られます。 

千歳市では適応指導教室

※

「おあしす」を設置して、登校できるようになるための

支援を行っています。 

⑥ 自己肯定感

※

 

平成 25 年度「全国学力・学習状況調査」において、「自分にはよいところがある、ど

ちらかといえばある」と回答した児童生徒の割合は、小6で７３．０％、中3で６４．４％

資

料⑤

と、小中学校ともに全国を下回っています。 

⑦ 人間関係・コミュニケーション 

他者とのコミュニケーションの状況に関して、例えば、平成 25 年度「全国学力・学習

状況調査」の結果によると、「家の人と学校での出来事について話をする、どちらかとい

えばしている」と回答した児童生徒の割合は、小 6 で７５．７％、中 3 で６４．４％

資料⑥

と

なっており、小中ともに全国より下回っており、一番身近な家族とのコミュニケーション

について、十分とは言えない状況にあると考えられます。 

  

※※※※児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの問題行動等生徒指導上問題行動等生徒指導上問題行動等生徒指導上問題行動等生徒指導上のののの諸問題諸問題諸問題諸問題にににに関関関関するするするする調査調査調査調査：：：：暴力行為、いじめ、不登校等について、全国の状況を調査・分析し、実

態把握を行うことにより、未然防止、早期発見・早期対応に繋げていくために、文部科学省が毎年度実施している調査。 

※※※※適応指導教室適応指導教室適応指導教室適応指導教室：：：：不登校児童生徒等に対する指導を行うために、教育委員会が教育センター等学校以外の場所や学校の余裕教室等におい

て、学校生活への復帰を支援するため、児童生徒の在籍校と連携をとりつつ、個別カウンセリング、集団での指導、教科指導等を組織的・計画的

に行う組織として設置したもの。 

※※※※自己肯定感自己肯定感自己肯定感自己肯定感：：：：長所も短所も含めて、ありのままの自分を受け入れ、自分の存在や価値を肯定する感覚や感情のこと。 
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⑧ 特別支援教育 

千歳市の特別な教育的支援を必要とする児童生徒は、増加傾向にあります。支援

を必要とする児童生徒が校内で個別的な指導をうけるための場所として特別支援学

級

※

の整備を進めています。また、北進小中学校を特別支援教育

※

のセンター的機能

として位置づけ、特別支援専門家チームによる保護者や教員からの相談体制を整え

るとともに、各学校に児童生徒ヘルパーや特別支援教育支援員を配置し、学校の教

育活動を支援しています。 

平成 25 年 4 月には北海道千歳高等支援学校が開校し、特別な教育的支援を必

要とする生徒の就学先として期待されるとともに、専門的指導機関として、就学指導や

専門家チームに関わる委員の派遣を受けるなど同校と連携を図っています。 

今後は個別のニーズに応じた特別支援教育の充実が一層求められています。 

 

(2) 学校の現状 

① 学校運営 

児童生徒、保護者をはじめ地域の人々の信頼に応える学校づくりを進め、よりよい

教育活動を行うためには、各学校が教育内容の改善や教職員の資質向上などに果

敢に取り組む意識を持ち、学校長のリーダーシップのもと学校運営の改善や特色ある

教育活動を積極的に展開するとともに、学校の教育活動等に関する点検・評価を適

切に行い、その結果を教育活動の工夫・改善に生かすことが必要です。さらに、学校

運営の状況についての情報を積極的に発信し、保護者等に対して説明責任を果たし

ていくことが求められています。 

また、学校における子どもたちの安全・安心を確保するためには、各学校が安全計

画を改善・充実させるとともに、地震等の自然災害、火事、不審者の侵入に備えるた

め、地域と連携した危機管理体制の整備充実が求められています。 

② 教員 

教員の勤務実態は授業やその準備、成績処理だけでなく、報告書などの作成、部

活動指導、生活指導や保護者への対応も重なり、時間的にも精神的にも大きな負担

となっています。 

また、保護者や子どもたちの教育的ニーズは多様化してきており、よりきめ細かな対

応が必要となっています。このような状況の中で、子どもと向き合う時間を確保し、学

校教育の質的向上を目指していくために、学校に対する人的支援の拡充などの実効

性のある対策がますます必要となっています。 

  

※※※※特別支援学級特別支援学級特別支援学級特別支援学級：：：：学校教育法の一部改正（平成 19 年４月１日施行）により、従前の「特殊学級」の名称が「特別支援学級」に変更された。 

※※※※特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育：：：：従来の「特殊教育」の対象の障がいだけでなく、ＬＤ等を含めて障がいのある児童生徒の自立や社会参加に向けて、一人一

人の教育的ニーズを把握して、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するために、適切な教育や指導を通じて必要な支援

を行うもの。 
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③ 学校施設 

学校施設は、児童生徒等が一日の大半を過ごす活動の場であり、災害時には地域

住民の応急避難場所でもあることから、耐震化等の安全確保の充実に努めています。 

また、近年、地球規模の環境問題が世界共通の課題として提起されており、学校

施設においても環境負荷の低減や自然との共生に対応した施設を整備するとともに、

未来を担う子どもたちが環境問題を身近に感じられるような工夫を行うことが求められ

ています。 

さらに今後においては、量的整備から質的整備への転換と、学校ＩＣＴ

※

化等による

教育方法の多様化に対応できるような施設設備が求められています。 

 

(3) 家庭・地域社会の現状 

① 家庭・地域の教育力 

近年、家庭教育の重要性が強く指摘されているところです。しかし、核家族化の進

行や世帯規模の縮小、地域の人間関係の希薄化の中で、保護者が子育てやしつけ、

教育に関する経験を共有しにくい状況にあります。また、仕事に追われるなどして保護

者が子どもと向き合う時間や精神的な余裕を持ちにくくなっています。 

このような状況の中で家庭教育を充実するためには、情報提供をはじめとする保護

者に対する支援が必要です。また、保護者と学校・地域住民の間で、子どもたちの健

全な成長を望む思いを共有し、相互の連携・協力による取組を充実させることが求め

られています。 

※※※※ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ：：：：Information and Communication Technology の略。コンピュータや情報通信ネットワーク（インターネット等）などの情報コミュニケーション技

術のこと。 
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「ふるさと千歳に感謝し ふるさと千歳を愛し ふるさと千歳の発展を

祈り 千歳の未来を託す」 

第３章 千歳市の目指す教育 

 

千歳市第 6 期総合計画では、これまでのまちづくりの足跡と時代の潮流を踏まえ、千歳市

が持つ特性や資源、都市基盤などを有効に生かしながら、市民とともにまちづくりの発展を維

持させていくことを基本理念とし、将来都市像「みんなで生き生き 活力創造都市 ちとせ」の

実現に向けて各分野で目指すこととしています。 

今回策定する「千歳市学校教育基本計画」においては、学校の教育課程

※

として行われる

教育施策を推進することを目指します。 

 

１ 基本理念 

 

 

 

 

本計画では、「みんなで進める千歳のまちづくり条例」の前文

※P69

で示された「事に当たっ

て一致団結する」根本の精神を踏まえて、基本理念を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※※※※教育課程教育課程教育課程教育課程：：：：学校教育の目的や目標を達成するため、幼児児童生徒の心身の発達に応じ、教育内容を授業時数との関連において総合的に組

織した学校の教育計画 

 

「「「「ふるさとふるさとふるさとふるさと千歳千歳千歳千歳にににに感謝感謝感謝感謝しししし」」」」    

子どもたちが、千歳市がこれまで歩んできた道、とりわけ今日の発展の礎となる

着陸場建設にあたった先人の思いにふれ、育ててくれた千歳のまちに感謝する

心を育てます。 

 

「「「「ふるさとふるさとふるさとふるさと千歳千歳千歳千歳をををを愛愛愛愛しししし」」」」    

子どもたちが、清流千歳川や支笏湖などの美しい自然や新千歳空港をはじめと

する都市機能など、恵まれた環境の中で育ててくれた千歳のまちを慈しみ愛する

心を育てます。 

 

「「「「ふるさとふるさとふるさとふるさと千歳千歳千歳千歳のののの発展発展発展発展をををを祈祈祈祈りりりり」」」」    

子どもたちが、今、学んでいる千歳のまちに、生涯にわたって誇りを持てるよう、

このまちのさらなる発展を願う心を育てます。 

 

「「「「千歳千歳千歳千歳のののの未来未来未来未来をををを託託託託すすすす」」」」    

私たち大人は、夢や希望を持つチャレンジ精神豊かな子どもたちが、新しいこ

れからの千歳市を担っていくことを願い、子どもたちの教育に力を注ぎます。 
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２ 教育の動向と求められる人間像 

(1) 義務教育の目的 

文部科学省は平成 20 年、学習指導要領

※

を改定し、教育基本法改正等で明確にな

った教育の理念を踏まえ、「生きる力

※

」の育成を図ることとしました。「生きる力」とは、

「知・徳・体」のバランスのとれた力のことであり、変化の激しいこれからの社会を生きるた

め、これらを確実に育てることが必要なことを示しました。 

また、改正された学校教育法において、義務教育の目的を「生涯にわたり学習する基

盤が培われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題

を解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学

習に取り組む態度を養うことに、特に意を用いなければならない。」と明確に定めました。 

 

(2) グローバルな時代に求められる能力 

ＯＥＣＤは、ＰＩＳＡ調査

※

の概念枠組みの基本となっている「キーコンピテンシー

※

（主要

能力）」を示しました。この枠組みの中心にあるものは、個人が深く考え、行動することの

必要性です。深く考えることには、目前の状況に対して特定の定式や方法を反復継続的

に当てはめることができる力だけでなく、変化に対応する力、経験から学ぶ力、批判的な

立場で考え、行動する力が含まれています。この能力は、学校教育法で示した「基礎的

な知識・技能の習得と課題解決力（思考力・判断力・表現力）」と重ねてとらえることがで

きます。これからの時代に生きる子どもたちの教育を考えるとき、これらを基本として方向

を定める必要があります。 

 

  

※※※※学習指導要領学習指導要領学習指導要領学習指導要領：：：：全国どこの学校で教育を受けても、一定の教育水準を確保するために、各教科等の目標や内容などを文部科学省が定めて

いるもので、教科書や学校での指導内容のもとになるもの。 

※※※※生生生生きるきるきるきる力力力力：：：：「確かな学力」、「豊かな人間性」、「健康・体力」のバランスンのとれた力。 

・「確かな学力」：基礎的な知識・技能を習得し、それらを活用して、自ら考え、判断し、表現することにより、様々な問題に積極的に対応し、 

解決する力。 

・「豊かな人間性」：自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心などの豊かな人間性。 

・「健康・体力」：たくましく生きるための健康や体力。 

※※※※ＰＩＳＡＰＩＳＡＰＩＳＡＰＩＳＡ調査調査調査調査：：：：Program for International Student Assessment の略。経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）による国際的な生徒の学習到達度調査のこ

と。15 歳の生徒を対象に、読解力・数学知識・科学知識・問題解決を調査するもの。国際比較により教育方法を改善し標準化する観点から、生

徒の成績を研究することを目的としている。 

※※※※キーコンピテンシーキーコンピテンシーキーコンピテンシーキーコンピテンシー：：：：人生の成功や社会の発展にとって有益、さまざまな文脈のなかでも重要な要求に対応するために必要、特定の専門家

ではなくすべての個人にとって重要という性質をもつものとして選択されたものと定義し、三つのカテゴリー（①社会的・文化的、技術的ツールを相

互作用的に活用する能力②多様な社会グループにおける人間関係形成能力③自律的に行動する能力）を示した。 

この背景には、①変化（テクノロジーが急速かつ継続的に変化しており、これを使いこなすためには、一回習得すれば終わりというものではなく、変

化への適応が必要）、②複雑性（社会は個人間の相互依存を深めつつ、より複雑化・個別化していることから、自らとは異なる文化等をもった他者

との接触が増大）、③相互依存（グローバリズムは新しい形の相互依存を創出。人間の行動は、個人の属する地域や国をはるかに超える経済競争

や環境問題に作用される）が一層高度化する社会の進展を想定している。 
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３ 千歳市が求める教育の姿 

 (1) 未来を託す 

千歳市民が描いた理想に向かって、官民あげての多様な事業がくりひろげられ、近代

的な都市が創り出されてきました。北の空の玄関、千歳市の発展は同時に豊かな市民

生活をもたらしました。平成 20 年に実施した「市民まちづくりアンケート」によると、千歳市

の住みやすさに関しては、「住みよい」とする市民が 72.4％、これからも千歳市に住み続

けたいとする市民が 78.2％を占めています。この住みよいまちづくりを今後も保ち、さらに

充実発展させていかなければなりません。 

しかし今日、日本は、世界に例を見ない少子高齢化社会の進行、経済や財政を巡る

課題、地球温暖化そして資源や食料の枯渇などの地球規模での環境問題等、社会基

盤をゆるがす課題が山積する中、将来への不安は増大しています。この中にあって、私

たちのまち「千歳」が持続的な発展を遂げ、豊かな市民生活を創り上げていく活力を生み

出していくためには、未来を担う子どもたちに希望を託すことが重要となります。 

今、未来を担う子どもたちは三つの舞台を行き来しています。それは、地域、家庭、学

校です。そこで、子どもたちはやがて来る時代を見つめ、未来へ飛び立つ準備をしている

と言えます。この三つの場はそれぞれが固有の役割を果たしながら、広く連携し、それぞ

れの役割を発揮していますが、とりわけ、同じ時代を生きる友とともに明日を語り、教師の

導きのもとによい生き方を探求する学び舎への期待は特別のものがあります。ここで、私

たちは、ふるさと千歳を愛し、未来の千歳に貢献する人材の育成を求め、千歳の未来を

託す「学校教育」の理念を描くこととします。 

 

(2) 先人に学ぶ 

再度思い起こすことは、今から約百年前、原野に着陸場を造り上げた先人たちの行動、

明日への希望に燃えた先人たちの魂

※P71

の存在です。空を飛ぶ乗り物への好奇心、や

がて来る航空機時代への直観的洞察、人々と志をともにする協働の精神、厳しい労働を

厭わない屈強な身体、旺盛な行動力、それらが、未来を切り拓く魂となって、今日の発

展するまち「千歳」の礎を築いてきたのです。 

私たちは、この先人の思いと行動に学びながら、目指す学校教育の姿を探っていきた

いと考えます。 

最初に思い浮かぶことは、先人の「ふるさと千歳」に対する強い思いです。千歳は、農

地に不向きな火山灰土ではありましたが、平坦で硬い地盤であることから飛行場建設に

は適していたと言えます。人々はこの強みをとらえ、明日の希望として生かしました。それ

は、今、この地で暮らしていることへの感謝、将来、この地に生きる人々へ何か役に立つ

ものを残していきたいという、愛と祈りの気持ちから生まれていました。ふるさと千歳に対

する強い思いが街の発展の原点となっているのです。 

これら千歳の未来を切り拓いた人々に学びながら「学校教育」の姿を示すこととします。
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第４章 計画の基本的な考え方 

 

１ 計画の呼称 

  この計画は、 

｢千歳市学校教育基本計画｣ 

～未来への飛翔・すべては子どもたちのために～ 

とします。 

 

２ 計画の基本目標 

【基本目標１ ふるさと千歳への感謝と希望を育てる】 

ふるさと千歳には、清流千歳川のせせらぎ、支笏湖を囲む山々の緑と光、紅葉に映えるサ

ケの群れ、地平に広がる田畑の恵み、街を行き交う人々の笑顔、最先端の生産技術を誇る

工場、近代技術の粋を集めた航空機の滑空、先住民であるアイヌの人たちの文化、国を守る

大きな力となる基地や駐屯地など、さまざまな姿があります。 

千歳の子どもたちが、「ふるさと千歳」で経験したことを、青年期に至る最も感受性の高い成

長時にしっかりと心の奥深くに刻むことを心から願っています。 

学校教育の場を生かし、子どもたちが千歳のさまざまな姿にふれることで、ふるさとを愛する

心を感じることができます。そして、日々の学び舎である学校での生活が、明るい笑顔と励まし

に包まれ、健やかな成長の場となるよう学校・家庭・地域の連携に取り組みます。 

 「ふるさと千歳」で育つ子どもたちの基本的な教育を充実するために、自分のよさを感じて意

欲的に明るく生活する自己有用感

※

を育み、子どもたちが規則正しい生活習慣やルールを身

につけ、将来自立し、夢や目標を実現していくことを後押しする家庭の教育力と地域全体で子

どもを育てる環境づくりを推進します。 

また、安全で安心な教育環境を整備するため、学校施設や設備の充実を図るとともに、災

害時において適切な避難の行動がとれるよう日頃から訓練を実施するなど防災教育に取り組

みます。 

このような学校教育の充実と発展を支える“基礎づくり”に取り組み、このかけがえのない千

歳の大地を慈しみ、生きる力の源となる、ふるさと千歳への感謝と希望を育てていきます。 

【基本方向】 

① 子どもたちに自己有用感を育てる教育の推進 

② 安全・安心な教育環境の充実 

③ 家庭の教育力の向上への支援の充実 

④ 地域全体で子どもを育む環境づくりの推進 

 

  

※※※※自己有用感自己有用感自己有用感自己有用感：：：：他者との関係の中で、「自分は役に立っている」など、自分の存在を価値あるものと受け止められる感覚のこと。 
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【基本目標２ 国際都市千歳にふさわしいグローバルな感覚を育てる】 

今後、さらに進展していく地球規模での人・物・情報の行き交い、経済や文化は国境を越え

て展開されており、異文化の理解と共生が強く求められる時代に入ってきています。 

このような時代の変化等を踏まえ、学校教育の充実と発展を考えると、未来を担う人材を

育てるためには、時代の要請に応えることができる学校力

※

を発揮させることが必要となってい

ます。 

そのため、学校組織の活性化に向けた学校改善を図るとともに、学校の総合的な機能を十

分に果たすための「学校力」の向上に取り組みます。 

また、変化の激しい時代に生きる子どもたちには、情報を集め活用する力が求められている

ことから、学習の場にＩＣＴ機器の使用を積極的に進めるなど、社会の変化に主体的に対応し

ていく力を育てます。 

さらに、諸外国とのコミュニケーションを図るために外国語教育をはじめ、様々な文化を持

つ人々と対話し、協力と理解を深める教育を推進します。 

このような、時代のニーズに応じた“国際都市千歳にふさわしい学校づくり”に取り組み、未

来に生きる子どもたちに、グローバルな感覚を育てていきます。 

【基本方向】 

⑤ 新しい時代に対応した学校改善の推進と「学校力」の向上 

⑥ 社会の変化に対応する力を育成する教育の推進 

⑦ 国際社会に生きる人材を育成する教育の推進 

 

【基本目標３ 知的な探究心を持ち積極的に行動する力を育てる】 

今、私たちの生活には、航空技術、生産技術、営農技術など、あらゆる分野で最先端の技

術が駆使されています。 

最先端の技術が一部の専門的な場面だけではなく、日常の生活の隅々まで浸透している

なか、千歳で学ぶ子どもたち一人一人に対し、新たな世界へ好奇心を持って積極的に取り組

む熱意やチャレンジ精神が求められており、特に、“個の成長”が必要不可欠であります。 

子どもたちの知的な探究心が躍動し、積極的な決断と行動が展開されていくことが、千歳

のまちづくりの原動力になります。 

子どもたちの個の成長を育むために、「生きる力」の三つの要素の一つである「確かな学力

※

」

を育成し、基礎的・基本的な学習内容の定着を図り、学力の向上に積極的に取り組みます。 

  

※※※※確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力：：：：知識や技能はもとより、これらに加え、学ぶ意欲や自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解

決する資質や能力等まで含めたもの。 

※※※※学校学校学校学校力力力力：：：：学校はすべての子どもにとって、仲間とともに生き生きと学び生活するところである。子どもたちが口々に「学校が好き」ということばを交

わす学校、保護者が自分の子どもを通わせたいと思う学校、教職員が全力で仕事をしたいと思う学校をめざす。いじめや体罰などが生じる余地の

ない積極的な指導が行われる学校では、一つ一つの取組が好循環を生みだす。常に改善への志向がみなぎる「力のある学校」は、子どもたちの

「生きる力」を全面的に育てることができる。 
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また、「豊かな心」を育成するため、自然体験やボランティア活動、あるいは読書などの身

近な体験活動を推進するとともに、生涯にわたって自己実現を図る基盤である「健やかな身

体」を保持増進するための適切な判断や行動ができる資質や能力の向上に取り組みます。 

さらに、障がいを持つ子どものそれぞれの状態や特性等に配慮した指導内容や方法、指導

体制の工夫を行うなど、一人一人の教育的なニーズを踏まえた教育の充実を進めます。 

このような知・徳・体の“生きる力”を伸ばすことに取り組み、知的な探究心を養い、積極的

に行動する子どもたちの力を育てていきます。 

【基本方向】 

⑧ 確かな学力を育成する教育の推進 

⑨ 豊かな心を育成する教育の推進 

⑩ 健やかな身体を育成する教育の推進 

⑪ 特別支援教育の推進 

 

３ 具現化の視点 

この学校教育基本計画について、その大部分は、それぞれの学校が千歳市民の願いを受

け止め、校長のリーダーシップのもとに教職員の協働により具体化するものでありますが、次の

5 つの視点を踏まえ、先に掲げた基本目標を具現化するための基本方向や施策項目などを

定めます。 

(1) 学校は、「ふるさと千歳」を体験させ、誰もがかけがえのない存在であることを教える。 

(2) 学校は、経営改善を着実に進め、「学校力」の向上を図る。 

(3) 学校は、一人一人の子どもたちに「生きる力」を確実に身につけさせる。 

(4) 家庭と地域は、「家庭力」「地域力」

※

を発揮し、学校を支援する。 

(5) 教育委員会は、取組の状況をとらえながら計画を「マネジメント

※

」する。 

 

 

※※※※「「「「家庭力家庭力家庭力家庭力」「」「」「」「地域地域地域地域力力力力」」」」：：：：学校は子ども、教職員、家庭や地域の協働によって創り出される。学校コミュニティが目標を共有し、協働の理念に基づ

いて、子どもたちへの働きかけが積極的に展開されるとき、これらの関係が生み出すエネルギーは、学校の持っている教育力を何倍にも強化する

ことができる。 

※※※※マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント：：：：目標達成のため PDCA のサイクルにしたがって、成果と課題を明確にする。市民・保護者・子ども・学校・教育委員会は目標を共

有し、情報を共有し、成果と課題を共有する。取組の状況を明らかにするため、指標を設け、評価するとともに、目標を達成するためのシステムの

改善を図り、達成する見通しと意志を明確に持つ。 
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４ 施策の体系 

千歳市学校教育基本目標 

基本目標 基本方向 施策項目 

１ ふるさと千歳への感謝と

希望を育てる 

<基礎となる基本目標> 

１ 子どもたちに自己有用感を育てる

教育の推進 

１ 千歳市の特色を活かした教育活動の

推進 

２ 認め合い高め合う学年・学級経営の

推進 

３ 教育相談体制の充実 

４ いじめ・不登校問題への取組の充実 

２ 安全・安心な教育環境の充実 

５ 学校施設・設備の充実 

６ 防災・安全教育の推進 

７ 就学（修学）支援の充実 

３ 家庭の教育力の向上への支援の

充実 

８ 家庭の教育力の向上 

９ 幼児教育・子育て支援の充実 

４ 地域全体で子どもを育む環境づく

りの推進 

１０ 地域の教育力の向上 

１１ 子どもたちの安全・安心を確保する

体制づくりの推進 

２ 国際都市千歳にふさわし

いグローバルな感覚を育

てる 

<時代のニーズに応じた基

本目標> 

５ 新しい時代に対応した学校改善の

推進と「学校力」の向上 

１２ 学校組織の活性化に向けた取組の

推進 

１３ 開かれた学校づくりの推進 

１４ 教職員の資質・能力の向上 

１５ 学校間の連携・接続の推進 

１６ 関係機関団体との連携協力の推進 

６ 社会の変化に対応する力を育成

する教育の推進 

１７ ＩＣＴ教育の充実 

１８ 環境教育の推進 

７ 国際社会に生きる人材を育成する

教育の推進 

１９ 外国語教育の充実 

２０ 国際理解・異文化理解教育の充実 

３ 知的な探究心を持ち積

極的に行動する力を育て

る 

<生きる力(知・徳・体)を育

むための基本目標> 

８ 確かな学力を育成する教育の推

進 

２１ 確かな学力を育成する教育の推進 

２２ 学ぶ意欲を高める指導の充実 

９ 豊かな心を育成する教育の推進 

２３ 道徳教育の充実 

２４ 読書活動の推進 

２５ 体験的な活動の充実 

１０ 健やかな身体を育成する教育の

推進 

２６ 体力・運動能力の向上 

２７ 食育の推進 

２８ 健康教育の推進 

１１ 特別支援教育の推進 

２９ 特別支援教育の体制整備 

３０ 一人一人の教育的ニーズを踏まえた

指導の充実 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

施策項目の構成 

    

【現状と課題】 

経済社会状況の変化や教育改革の動向、道や国が実施した教育に関する各種調査

※

の結果などを踏まえ、当該基本方向に関する教育の現状や課題、基本方向の設定の背景

などについて記述しています。 

 

【施策の概要】 

各基本方向における「現状と課題」の内容を踏まえ、施策項目の達成に向けた基本的な

考え方を示しています。 

 

【主な取組及び取組の具体的な内容】 

施策項目に沿って展開される主な取組に対する具体的な内容を記述しています。その

実施主体の多くは、学校や教育委員会になりますが、家庭や地域の理解と協力をお願いし

たい主な取組もあるため、主な取組の実施主体を【学校】【市教委】【家庭】【地域】などで表

しています。 

 

【目標指標】 

道や国が実施する各種調査などを活用し、施策項目に掲げる主な取組の効果を適切に

把握・検証するとともに、その達成度を市民の皆様にわかりやすく示すために、指標の内容

に関する最新の現状値と平成 32 年度における目標値を示しています。なお、目標につい

ては、可能な限り数値的なものとし、取組を推進するうえであるべき姿、全道・全国平均を

めざすもの、過去の実績に基づくもの、市の他の計画において位置付けられているものなど

を考慮して設定しています。 

 

 

 

※ 各種調査などは次のとおり略称で記載しています。 

  【H24 全】：平成 24 年度「全国学力・学習状況調査」の結果 

  【H25 全】：平成 25 年度「全国学力・学習状況調査」の結果 

  【石】：平成 24 年度「石狩管内推進計画の評価に関する調査」の結果 

  【教】：平成 25 年度に教育委員会で学校等に確認した結果 

  【他】：平成 24 年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果、 

平成 24 年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」の結果、 

平成 25 年度「いじめの把握のためのアンケート調査」の結果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１ ふるさと千歳への感謝と希望を育てる 

 

【基本方向】 

 

１ 子どもたちに自己有用感を育てる教育の推進 

 

２ 安全・安心な教育環境の充実 

 

３ 家庭の教育力の向上への支援の充実 

 

４ 地域全体で子どもを育む環境づくりの推進 
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施策項目１ 千歳の特色を生かした教育活動の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な取組 具体的な内容 

千歳の特色を活かした教育課程の編成 

【学校・市教委】 

副読本「私たちの千歳」の充実を目指す定期的な改訂を進め、千歳の歴史

や文化を伝える図書や資料（市立図書館、埋蔵文化財センター等）、見学場

所等の情報を集約し、教育課程改善に役立てます。 

子どもの活動が見える場の創出 

【学校】 

各学校の特色を生かし、動植物の世話や飼育など、子ども一人一人の自主

的な活動が活発に展開される場を創り出したり、各種観察記録などを掲示し

努力の成果を認めるなど、子どもたちの活動を促進します。 

地域の人材の積極的な活用 

【学校】 

千歳川、支笏湖、青葉公園など千歳の豊かな自然に親しむ活動、専門的な

仕事に取り組んでいる人々の話を聞く活動、アイヌの人々の暮らしを体験す

る活動など、地域の教育資源を活用します。 

発展する千歳のまちを知る取組 

【学校】 

空港、自衛隊、工場、農場、交通機関、公共施設（リサイクル、防災等）や研

究機関（大学）の見学を行い、これらに伴う記録や感想などを表現する取組

を進めます。 

 

 

指標の内容 現状値 Ｈ32 目標値 

「学校や地域の教育環境の特性を踏まえ、発達や学年の段

階に応じた指導の充実を図る教育課程の編成について着実

に成果をあげている」と回答した学校の割合【石】 

H24 

小 70.6％ 

中 55.6％ 

小 100％ 

中 100％ 

「自分にはよいところがある、どちらかといえばある」と回答した

児童生徒の割合【H25 全】

資料⑤

 

 

H25 

小6 73.0％ 

中3 64.4％ 

小6 80％以上 

中3 80％以上 

「地域の自然環境や専門的な知識・技能を有する人材の積

極的な活用による多様な教育活動の展開について着実に成

果をあげている」と回答した学校の割合【石】 

H24 

小 76.5％ 

中 44.4％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

子どもたちに毎日の通学に喜びを感じさせるとともに、千歳の歴史や文化、人々の工夫や努力にふれさせ

ながら、成長への希望や意志を生み出す取組を推進します。 

 

 

 

子どもが学校と家庭を往復する毎日の生活の中で、居心地のよさを感じ心の安定を得ることは、成長の土

台となります。しかし、「自分にはよいところがある、どちらかといえばある」

【H25全】

と回答した児童生徒の割合は

小学生７３.０％、中学生はやや低く６４.４％

資料⑤

となっています。また、「学校で友達に会うのは楽しいと思いま

すか」

【H25全】

という質問に対し、小学校では４.８％、中学校では６.９％

資料⑦

の子どもたちが否定的な回答をして

います。 

これらのことから、千歳市の子どもたちは、成長の土台となる心の安定の面で弱さを抱えていることが心配さ

れます。世界各国との比較において、日本の子どもたちは、自己有用感が低いとする調査結果が出ています

が、これは克服しなければならない重要な課題です。子どもたちに千歳を「ふるさと」と感じさせるとともに、各

学校が子どもにとってかけがえのない成長の場となるよう教育活動を進めることがもとめられています。 

基本方向１ 子どもたちに自己有用感を育てる教育の推進 基本目標１ 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目２ 認め合い高め合う学年・学級経営の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な取組 具体的な内容 

学校目標の実現をめざす学年・学級経

営の充実              【学校】 

学校や学年・学級目標を具現化する具体的な目標を児童生徒に示し、

ねらいを共有するとともに、目標達成に向けてのマネジメントを行いま

す。 

生活の規律の徹底と高め合う集団の育

成                  【学校】 

校内生活のきまり・心得（挨拶や言葉遣い、時間の遵守、記名、棚や靴

箱の整理、清掃活動等）の大切さを子どもたちが共有し、高め合う集団

をつくります。 

学習の規律の徹底と効果的な学習の促

進                  【学校】 

学習のきまり（聞き方・話し方、書き方・ノートや筆記用具の規格等）のよ

さを理解させ、効率的・効果的な学習を促進するとともに、ていねいな学

習の取組を進めます。 

子どもの努力を認め褒める活動の推進 

【学校】 

学習の成果や子どもの活動のようす等の学年学級通信への掲載や校内

での掲示などを通して、努力の大切さを認め合う雰囲気の醸成を図りま

す。 

 

 

指標の内容 現状値 H32 目標値 

「自らよりよい生活を築くために合意形成をする話し合いな

ど、集団の一員としての自覚を高める学級活動の工夫につい

て成果をあげている」と回答した学校の割合【石】 

H24 

小 64.7％ 

中 55.6％ 

小 100％ 

中 100％ 

学級のきまりを子どもたちの話し合いで決めている学校の割

合【H24 全】 

 

H24 

小6 79.9％ 

中3 75.3％ 

小6 100％ 

中3 100％ 

学習規律の維持を徹底している学校の割合【H25 全】

資料⑮ 

 

 

H25 

小 68.8％ 

中 75.0％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

児童生徒の発達段階に応じた自治的な機能を引き出しながら、一人一人の子どもの個性と努力が認めら

れ、互いに高め合う学年学級経営を推進します。 

基本方向１ 子どもたちに自己有用感を育てる教育の推進 基本目標１ 

 

 

教室は学校生活を送る最も安全・安心な居場所であり、集団としての秩序が保たれ、個性と努力が尊重さ

れる場として、成長の拠点となります。学校では、学級集団がその発達段階に応じて自主性を発揮し自治的

な機能を引き出していくよう指導しています。 

しかし、「話し合って学級のきまりなどを決めている」

【H24全】

と回答した児童生徒の割合は小中学生ともに７

５％です。また、「自らよりよい生活を築くために合意形成をする話し合いなど、集団の一員としての自覚を高

める学級活動の工夫について着実に成果をあげている」

【石】

と回答した学校の割合は小学校６４.７％、中学校

５５.６％にとどまっています。公正公平な考えが十分に行き届かない教室では、集団のルールが軽んじられ、

いじめや学級崩壊など、様々な問題が引き起こされます。教師は児童生徒理解を深め、学校ぐるみで指導を

徹底し、学年・学級集団を学年・学級の目標に向かわせることが必要です。子どもたちがこの目標をめざし、

集団生活に参加しながら、自らの成長を果たすことができるよう学年・学級経営を進めることが求められてい

ます。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目３ 教育相談体制の充実 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

スクールカウンセラーの配置 

【学校・市教委】 

問題行動等の早期対応を図り、児童生徒や保護者、教職員の悩みや不

安を解消するため、小中学校に専門的な知識と経験を有するスクール

カウンセラーを配置し、学校における教育相談体制の充実を図ります。 

心の教室相談員の配置 

【学校・市教委】 

問題行動等の未然防止・早期発見を図るため、児童の身近な相談相手

として地域の人材を活用し、小学校に心の教室相談員を配置し、学校に

おける教育相談体制の充実を図ります。 

専門相談員及びスクールカウンセラー

による教育相談の実施    【市教委】 

スクールカウンセラー未配置校を含めた全市的な対応を図るため、専

門相談員の配置及びスクールカウンセラーによる教育委員会庁舎での

教育相談日の開設など、教育相談体制の充実を図ります。 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

スクールカウンセラー・心の教室相談員の配置校

数【教】 

 

H25 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 16 校 

心の教室相談員13 校 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 21 校 

心の教室相談員13 校 

スクールカウンセラー・心の教室相談員による相談

業務の月平均開設時間数【教】 

 

H25 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 163 時間 

心の教室相談員377 時間 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 205 時間 

心の教室相談員390 時間 

スクールカウンセラーによる教育委員会庁舎での

教育相談日の一月当たり開設日数【教】 

 

H25 ２日 ４日 

    

    

    

        

 

 

社会環境の変化や個々の児童生徒の状態に対応できるよう、専門家や地域の人材を活用した、教育相談

体制の充実を図ります。 

※※※※スクールカウンセラースクールカウンセラースクールカウンセラースクールカウンセラー：：：：学校において、児童生徒のいじめや不登校、生活上の悩みなどの相談に応じ、臨床心理に関する専門的な知識や技術を用いて指導・助言を行

う専門家。 

 

基本方向１ 子どもたちに自己有用感を育てる教育の推進 基本目標１ 

 

 

教育相談は、児童生徒や保護者が抱える多様な不安や悩みに対応しながら、本人やその保護者などに問

題の解決に向けた助言を行うなど重要な役割を担っています。千歳市では、専門的な知識と経験を有するス

クールカウンセラー

※

を小学校８校、中学校８校に配置するとともに、身近な相談相手となる心の教室相談員

を小学校13 校に配置しています。 

いじめや不登校など児童生徒の問題行動については、未然防止及び早期発見・早期対応が重要であり、

多様化・複雑化する児童生徒の悩みや不安をしっかりと受け止めて相談にあたるとともに、児童生徒や保護

者、教職員の悩みや不安を解消するため、広く相談支援ができる体制を整えることが必要です。  

 社会環境の変化や個々の児童生徒の状態に対応できるよう、教育相談体制の充実が求められています。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目４ いじめ・不登校問題への取組の充実 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

「なかよしさわやかＤＡＹいじめシンポジ

ウム」の開催          【市教委】 

児童生徒からの提言発表や全体討論、講演会などを通じて、学校、家

庭、地域が連携し、いじめの問題について共通理解を図るとともに、いじ

め防止の普及啓発に努めます。 

人権教室の開催 

【学校・法務局】 

人権擁護委員が全小中学校に出向き、命や思いやりの大切さ、差別や

いじめのない社会の大切さなどについての指導を行い、児童生徒の人権

意識の向上に努め、いじめの未然防止を図ります。 

いじめに関する実態調査の実施 

【学校・市教委】 

定期的ないじめに関する実態調査を通じて、早期発見に努めるととも

に、いじめの状況をきめ細かく把握し、早期対応・早期解消を図ります。 

 

学校適応指導教室「おあしす」の充実 

【学校・市教委】 

学校生活に適応することが困難な児童生徒に対して、居場所となる教

室を開設し、体験活動や集団活動を通じて、適応能力の向上を図り、一

日も早い学校復帰を支援します。 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

「いじめは、どんなことがあっても許されないことだと思う」と回

答した児童生徒の割合【他】 

 

H25 

小 81.0％ 

中 83.9％ 

小 100％ 

中 100％ 

不登校を理由とする欠席が年間 30 日以上の児童生徒数の

割合【他】 

 

H24 

小 0.11％ 

中 1.81％ 

児童生徒の割合がゼロ

になることをめざす 

不登校児童生徒が学校復帰（完全登校及び不定期登校）し

た割合【教】 

 

H24 74.4％ 80％以上 

        

 

 

いじめ根絶に向けて、いじめの未然防止及び早期発見・早期対応に向けた取組の推進や、不登校児童生

徒の学校復帰を目指すなど、いじめ・不登校問題への取組の充実を図ります。 

基本方向１ 子どもたちに自己有用感を育てる教育の推進 基本目標１ 

 

 

いじめ問題への対応は、千歳市では「いじめは人間として絶対に許されない行為である」という確固たる認

識と毅然とした態度で取り組み、一つ一つの内容を正確に把握し、教職員の共通理解のもと、適切な支援・指

導を行うことにより解消に当たっていますが、「いじめはどの学校でも、どの子にも起こりうるもの」という認識の

もと、未然防止及び早期発見・早期対応を基本とし、平成25 年9 月に施行された「いじめ防止対策推進法」

を踏まえて、いじめ根絶に向けた取組をさらに進めていくことが必要です。 

また、千歳市の不登校児童生徒数は、概ね 75 人前後で推移していたものが平成24 年度は小学校６人、

中学校50 人と減少しましたが、中学校の割合は全道より高い傾向も見られます。千歳市では適応指導教室

「おあしす」を設置し、学校復帰に向けた支援を行っていますが、不登校問題についても、子ども一人一人の

実態をきめ細かく把握し、教職員が情報を共有して、共通理解を図りながら組織的に取り組むとともに、家庭

や関係機関と連携して解消に向けた取組をさらに進めることが求められています。 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目５ 学校施設・設備の充実 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

学校施設の適切な維持管理 

【学校・市教委】 

学校施設の安全性を確保するため、破損などに迅速に対応するととも

に、施設の老朽化に伴う屋根、内外装及び各種設備の計画的な改修を

進めます。 

非構造部材の耐震化 

【市教委】 

体育館の天井材の落下防止対策など非構造部材の耐震化を計画的に

進めます。 

 

学校施設の大規模改修 

【市教委】 

老朽化が進んでいる施設について、建物の劣化度調査などの結果を踏

まえて、改築、大規模改造を進めます。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

非構造部材耐震化を実施した学校の割合【教】 

 

 

H25 

小 0％ 

中 0％ 

小 100％ 

中 100％ 

学校施設の大規模改修を実施した学校の割合【教】 

（平成25 年度を事業年度の当初とする。） 

 

H25 

小 17.6％ 

中 14.2％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

子どもたちが一日の大半を過ごす場である学校の安全を確保するとともに、地域の避難施設としての機能

を高めていくために、学校施設の計画的な整備に努めます。 

基本方向２ 安全・安心な教育環境の充実 基本目標１ 

 

 

学校施設は、子どもたちが一日の大半を過ごす活動の場であるとともに、非常災害時には地域住民の避難

場所としての役割も果たすことから、その安全性の確保は極めて重要であり、地震から子どもたちを守るため、

倒壊等の危険性の高い建物について優先的に耐震化を図ってきた。その結果、平成２５年４月現在で小中学

校の校舎・体育館の耐震化率

※

は９６．７％となっており、平成２５年度末で１００％を達成します。 

東日本大震災では多くの学校施設が避難所としての役割を果たしましたが、天井材の落下など非構造部

材

※

の被害により避難所として使用できなかった事例などもあり、今後は体育館の天井材の落下防止対策な

ど、非構造部材の耐震化が求められています。 

また、小中学校の多くは、昭和40年代から50年代までにかけて児童生徒数の急激な増加に対応して建設さ

れたものであり、施設の老朽化が進んでいることから、施設の安全性の確保、衛生管理及び機能維持を図る

ため、計画的に大規模改修を実施し、安全で快適な学校環境の整備に努めます。 

※※※※耐震化率耐震化率耐震化率耐震化率：：：：昭和57年以降の新耐震基準に基づく建物と昭和56年以前の旧耐震基準に基づく建物の合計数のうち、耐震性が確保された棟数の割合。 

※※※※非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材：：：：建物の構造体以外の天井材、照明器具、窓ガラス、外装材、内装材、設備機器、家具等。 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目６ 防災・安全教育の推進 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

交通安全教育の充実 

【学校】 

子どもたちの交通事故防止のため、交通安全知識や交通ルールを習得

させるとともに、交通事故防止に向けての意識の高揚を図る取組を促進

します。 

防犯教育の充実 

【学校・市教委・地域・警察】 

登下校時等に起こる事故の発生原因と安全確保の方法について、学校

の教育活動全体を通じて理解させるとともに、地域と連携して防犯への

意識の高揚を図る取組を促進します。 

防災意識を高める防災教育の充実 

【学校】 

過去の災害における貴重な教訓を伝えるとともに、災害に直面した際

に、適切に判断し主体的に行動できるよう、子どもたちの危険回避能力

の育成に努めます。 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

「家庭や地域社会との連携による不審者や交通事故から身

を守るための危機予測・危機回避能力を身に付けさせる指

導の充実を図っている」と回答した学校の割合【石】 

H24 

小 88.2％ 

中 22.2％ 

小 100％ 

中 100％ 

地域や小中学校の連携を踏まえた避難訓練の実施に向けた

協議を進めている学校の割合【教】 

 

H25 

小 17.6％ 

中 11.1％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

子どもたちが交通事故や犯罪危害、自然災害等の危険から、自ら身を守ることができるよう主体的に行動

できる実践的態度を培う防災教育の推進に努めます。 

基本方向２ 安全・安心な教育環境の充実 基本目標１ 

 

 

東日本大震災では、多くの子どもたちが犠牲になったことを教訓とし、自然災害等に自分の命を守り、適切

な行動をとることができるような防災教育の充実が求められています。また、子どもたちを狙った犯罪が各地

で発生しており、防犯教育や学校内外における防犯体制のさらなる充実が必要となっています。 

このことから、災害種別ごとの避難訓練や学校が避難所になった場合を想定した訓練、災害時の保護者への

引渡し訓練の実施など、子どもたちを災害から守り、自ら危険を回避する力を育てるため、防災教育の一層

の推進に努めます。 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目７ 就学（修学）支援の充実     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

就園･就学への支援 

【市教委】 

経済的理由により就園･就学が困難な児童生徒の保護者に対して、必要

な援助を行い、適切かつ迅速な就園･就学支援に努めます。 

 

奨学金制度の充実 

【市教委】 

向学心があるにもかかわらず、経済的理由により修学が困難な学生、生

徒に対して、奨学基金をもとに奨学金を支給し、教育の機会均等を保障

する奨学金制度の充実を図ります。 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

奨学金応募者(所得基準額内)に対する受給者の選考倍率

【教】 

 

H25 1.8 倍 

受給者の選考倍率

が概ね 2 倍以下 

        

 

 

次代を担う意欲ある人材を育成するとともに、保護者の経済的負担を軽減するため、就園・就学支援や奨

学金制度を推進し、教育の機会均等を確保します。 

基本方向２ 安全・安心な教育環境の充実 基本目標１ 

 

 

厳しい経済状況が続く中において、経済的な理由などにより、就園・就学（修学）が困難である家庭に対し

て、就園奨励費補助金制度や就学援助制度、奨学金制度について周知を図るとともに、誰もが教育を受けら

れるよう、環境や支援策を整備していくことが求められています。 

このような状況を踏まえ、引き続き、児童生徒の就学を保障するため、保護者負担の軽減を図るとともに、

修学への意欲・能力のある者の学習機会へのアクセスを可能とするための支援策を継続していくことが必要で

す。 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 



- 33 - 

 

施策項目８ 家庭の教育力の向上     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

学校と家庭との連絡の緊密化 

【学校・家庭】 

学校は目標や重点的な取組、子どもの努力する様子や成長の姿などを家庭

に伝え、家庭は連絡帳や電話、面談などを通してわが子の様子を学校に伝

えるなど、子どもの成長に関する成果や課題の共有を行います。 

保護者による学習支援への参加促進 

【学校・家庭】 

学年学級行事（ＰＴＡ活動）への企画や参加、学年学級通信への寄稿、

学習活動への支援（裁縫、調理、水泳、スキー、飼育栽培、フィールドワ

ーク等）を促進します。 

家庭における生活習慣・学習習慣の形

成               【学校・家庭】 

生活リズムチェック週間運動や「早寝早起き朝ごはん」運動

※

の啓発、家

庭学習の手引きの配布や取組状況の点検や向上に努めます。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

保護者からの意見や要望を聞くために懇談会の開催やアン

ケート調査を年間 4 回以上実施している学校の割合【H25

全】

資料⑯

 

H25 

小 43.8％ 

中 62.5％ 

小 100％ 

中 100％ 

「保護者に対して子どもの家庭学習を促すような働きかけを

行った、どちらかといえば行った」と回答した学校の割合【H25

全】

資料⑰

 

H25 

小 100％ 

中 100％ 

小 100％ 

中 100％ 

「学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者等が様々な

活動によく参加している、参加している」と回答した学校の割

合【H25 全】

資料⑱

 

H25 

小 62.6％ 

中 62.5％ 

小 80％以上 

中 80％以上 

        

 

 

子どもの成長の喜びを学校と家庭は共有し、連携して子どもの教育にあたるため、学校は積極的に家庭に

対し、情報の提供等の働きかけを行います。 

※※※※「「「「早寝早起早寝早起早寝早起早寝早起きききき朝朝朝朝ごはんごはんごはんごはん」」」」運動運動運動運動：：：：子どもの望ましい基本的生活習慣を育成し、生活リズムを向上させ、読書や外遊び、スポーツなど様々な活動にいきいきと取り組ませる

とともに、地域全体で家庭の教育力を支える社会的機運を醸成を図るための運動。 

 

基本方向３ 家庭の教育力の向上への支援の充実 基本目標１ 

 

 

現代の不安定な経済状況の中では、家庭における子どもの教育環境が悪化しているという指摘もなされて

います。核家族が大半を占める今日、共働き家庭や一人親の家庭もあり、子どもが学校から帰宅しても家に

は迎える家族がいないことも少なくありません。 

家庭の教育に対する関心が低下する傾向が見られたり、学校から家庭への働きかけについても十分とは

言えない面も見られていますが、「保護者からの意見や要望を聞くために、懇談会の開催やアンケート調査の

実施」

【H25全】

について、「年間に１回」と回答した学校の割合が高くなっています。 

家庭の教育力を向上させることは一朝一夕にできることではありませんが、学校が主体となって家庭への

働きかけを積極的に行うことが大切です。学校は、子どもの努力する様子や成長の軌跡等を積極的に家庭へ

伝えることをていねいに繰り返すことによって、子どもの教育への関心を高め、家庭の教育力を引き出してそ

の向上を図ることが求められています。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目９ 幼児教育・子育て支援の充実 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

「子ども観」「教育観」を共有する懇談会

の開催               【学校】 

「ママさん教室」「男性の子育て講座」等を活用した取組をすすめます

が、これらと連携し、参観日や学年学級行事等の機会をとらえ、教育観

を深める懇談会を開催します。 

幼小連携の促進 

【学校・幼稚園】 

幼稚園と小学校の授業を相互に交流し合い、子どもたちの成長に関する

情報の共有に努めます。 

 

子育てに困難を抱えている家庭への支

援             【学校・市教委】 

子育てに困難を抱える家庭を把握するため、子どもの学校での生活を記

録したり、家庭訪問などを実施するとともに、保健福祉部との連携の強化

を図ります。 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

保育所や幼稚園との連携を行っている、どちらかといえば行

っている」と回答した小学校の割合【H25 全】

資料⑲

 

 

H25 小 81.3％ 小 １00％ 

子育てに困難を抱えている家庭の状況の把握や関係機関と

の積極的な連携に取り組んでいる学校の割合【教】 

 

H25 

小 29.4％ 

中 44.4％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

保護者・幼児教育関係者・小学校教育関係者は「子ども観」「教育観」を共有し、協働して子育てをすすめ

る体制を整えます。 

基本方向３ 家庭の教育力の向上への支援の充実 基本目標１ 

 

 

就学時検診の際の学校説明会などで就学前の子どもたちが会場を走りまわるなど、躾の徹底がなされてい

ない状況が生まれています。最近実施された道民意識調査では、家庭の教育力が低下していると思うと回答

している道民は８割をこえており、家庭の子育て機能の充実は重い課題となっています。 

また、小１プロブレムとよばれる授業中での立ち歩き、集団行動からの離脱など学校での生活や学習が成

立しない状況が生まれています。これは、近年子どもたちを育む家庭環境が悪化していることや子育てにあ

たる保護者、保育所や幼稚園の教師、小学校の教師の「子ども観」や「教育観」の相違から生じている側面も

見逃せません。 

これらのことから、保護者に対し、「子育て講座」への参加を促したり、幼稚園・保育所と小学校との交流を

進めていく必要があります。また、学校は、子育てに困難を抱えている家庭を把握し、関係機関と連携し、支

援をすすめることが大切です。 

※※※※小小小小１１１１プロブレムプロブレムプロブレムプロブレム：：：：小学校第１学年の学級において、入学後の落ち着かない状態がいつまでも解消されず、授業中に座っていられない、教師の話を聞かない、集団行動が

とれず適応できない状態のこと。背景に、基本的な生活習慣が身に付いていないことやコミュニケーション能力の低下等が取り上げられている。 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 



- 35 - 

 

施策項目１０ 地域の教育力の向上     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

学校と地域の連携促進 

【学校・地域】 

学校は通学路の花壇整備やゴミ拾い等地域活動への参加を推進し、地

域の学習の場の提供や学校支援を促進します。 

 

学校と地域の意見交流の促進 

【学校・地域】 

授業や行事（運動会・体育祭等特色ある行事）の案内を地域に発信し、

参観を得て、意見を交流したり学校支援に関する情報を収集します。 

 

学校からの情報発信 

【学校】 

地域とのつながりに視点をおいた内容（地域の方の学校支援のようすや

子どもたちの声等）を掲載するなど、地域の方との結びつきを高める記事

を積極的に取り上げます。 

町内会活動への参加促進 

【学校】 

町内会長を訪問したり、開催される会議に参加したりしながら、学校での

取組を伝えたり、町内会からの要望などを聞き地域の情報を取得し、連

携の強化を図ります。 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

「地域の人材を外部講師として招聘した授業を行った、どちら

かといえば行った」と回答した学校の割合【H25 全】

資料⑳

 

 

H25 

小 81.3％ 

中 75.0％ 

小 100％ 

中 100％ 

地域に対する授業公開や行事の案内配布など積極的に参

加を促す取組を展開している学校の割合【教】 

 

H25 

小 52.9％ 

中 66.7％ 

小 100％ 

中 100％ 

学校の教育活動の情報について、月に 1 回以上ホームペー

ジを更新している学校の割合【H25 全】

資料㉑

 

 

H25 

小 56.3％ 

中 87.5％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

「学校から地域へ、地域から学校へ」という考えの基に、相互に活動の場を求めながら理解を深め、連携し

て子どもたちの教育を進める体制の充実を図ります。 

基本方向４ 地域全体で子どもを育む環境づくりの推進 基本目標１ 

 

 

地域と子どもたちのつながりにおいては、「今住んでいる地域の行事に参加している、どちらかといえば参加

している」

【H25全】

と回答した児童生徒の割合は小学生で５８．８％、中学生で３６．３％

資料⑨

となっています。ま

た、「地域の大人と一緒に遊んだり勉強を教えてもらったりすることがほとんどない」

【H24全】

と回答した児童生徒

の割合が小学生で４８．４％、中学生で７２．２％と地域でのふれあいが少なくなっていることが分かります。 

このような中で、「千歳っ子見守り隊」や通学合宿の取組など、地域の住民（町内会）が積極的に学校への

支援を行う活動も盛んになっています。学校と地域が相互に理解を深めるため、学校は、町内会が主体的に

実施する子ども対象の行事への参加を促したり、職場見学や職場体験などキャリア教育

※

の場の提供や地域

の方による学習支援等を求める一方、子どもたちが地域に貢献する取組を展開するなど、関係を築く取組を

積極的に展開することが求められています。 

※※※※キャリアキャリアキャリアキャリア教育教育教育教育：：：：一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通じて、キャリア発達を促す教育。 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目１１ 子どもたちの安全・安心を確保する体制づくりの推進 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

「千歳っ子見守り隊」と学校の連携 

【学校・地域】 

「千歳っ子見守り隊」とＰＴＡ活動、児童会・生徒会活動との交流の場を

設けるなど工夫して、取組の充実や発展をめざします。 

 

地域や小中学校が連携した避難訓練 

【学校・地域】 

学校が地域の避難先として指定されていることを踏まえ、町内会と協議

をすすめ、地域との協力関係を築きます。 

 

安全に関する児童生徒の自治的な活

動               【学校・地域】 

校内や通学路の危険個所や「子ども 110 番の家

※

」の所在などを調査

し、「安全マップ」を作成するなど、自主的な活動を展開します。 

 

    

    

指標の内容 現状値 Ｈ32 目標値 

「家庭や地域社会との連携による不審者や交通事故から身を

守るための危機予測・危機回避能力を身に付けさせる指導

の充実を図っている」と回答した学校の割合(再掲)【石】 

H24 

小 88.2％ 

中 22.2％ 

小 100％ 

中 100％ 

地域や小中学校の連携を踏まえた避難訓練の実施に向けた

協議を進めている学校の割合(再掲）【教】 

 

H25 

小 17.6％ 

中 11.1％ 

小 100％ 

中 100％ 

生活安全・交通安全・災害安全に関する児童生徒の自治的

な活動を進めている学校の割合【教】 

 

H25 

小  5.9％ 

中 22.2％ 

小 100％ 

中 100％ 

 

 

小学校・中学校・地域が一体となった避難訓練を実施するなど、各種災害事故から子どもたちの安全を確

保する体制づくりを工夫します。 

※※※※子子子子どもどもどもども 110110110110 番番番番のののの家家家家：：：：子どもを犯罪から守るための民間協力の商店、事業所、民家等で、営業時や在宅時に子どもが助けを求めてきた時に、一時的な保護と警察等への

通報を行う。 

 

基本方向４ 地域全体で子どもを育む環境づくりの推進 基本目標１ 

 

 

全国各地で、大規模な自然災害、通学途中の子どもに対する突発的な加害行為、子どもの列への自家用

車の衝突事故など、子どもの安全を脅かす事案は絶えません。これらのことから、特に登下校の子どもたちの

安全を確保するため、千歳では早くから「千歳っ子見守り隊」が組織され、活動しています。地域のことを熟知

している地元の方の街頭での活動は、地域の安全を象徴するものです。 

一方、「家庭や地域社会との連携による不審者や交通事故から身を守るための危機予測・危機回避能力

を身に付けさせる指導の充実を図り、着実に成果をあげている」

【石】

と回答した学校の割合は小学校で８８．

２％、中学校で２２．２％となっています。中学生は自らの安全を確保する能力は比較的高いと判断されてい

ますが、地域の安全を高めるためには、地域と小中学校が一体となって、各種災害を想定した避難訓練を行

うなどの工夫が必要です。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標２ 国際都市千歳にふさわしいグローバルな感覚を育てる 

 

【基本方向】 

 

５ 新しい時代に対応した学校改善の推進と「学校力」の向上 

 

６ 社会の変化に対応する力を育成する教育の推進 

 

７ 国際社会に生きる人材を育成する教育の推進 
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施策項目１２ 学校組織の活性化に向けた取組の推進 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

学校間の交流 

【学校】 

校長会議等において各学校の学校経営方針や、校内組織のあり方や特

別委員会の実施方法についての交流を図ります。 

 

学校指導訪問の充実 

【市教委】 

子どもが生き生きと活動する教育課程の編成や確かな学力を身につけ

させる授業のあり方について、学校訪問を通して指導・助言を推進しま

す。 

学校力向上の推進 

【学校・市教委】 

学校力向上に関する総合実践事業の実践指定校・近隣校による取組を

進めるとともに、内容と成果について、各種の会議や研修会で還流を図

ります。 

    

    

指標の内容 現状値 Ｈ32 目標値 

学校の教育目標やその達成に向けた方策について全教職員

の間で共有し取組にあたっている学校の割合【H25 全】

資料㉒ 

 

H25 

小 68.8％ 

中 50.0％ 

小 100％ 

中 100％ 

学習指導と学校評価の計画の作成にあたっては教職員同士

が協力し合っている学校の割合【H25 全】

資料㉓ 

 

H25 

小 56.3％ 

中 62.5％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

学校の総合的な機能を十分に果たすための校内組織体制を工夫し、計画・実施・評価・改善のサイクルが

成果や好循環生んでいる事例を紹介するとともに意見交換の場を設けるなど、学校の活性化を図ります。 

基本方向５ 新しい時代に対応した学校改善の推進「学校力」の向上 基本目標２ 

 

 

千歳市においては、「教職員による校務分掌計画や学年・学級経営案の作成と実施において、マネジメント

サイクルにより着実に成果をあげている」

【石】

と回答した学校の割合が小中学校を平均すると７割を超えてお

り、よい協働体制ができています。 

学校組織の活性化のためには、学校経営方針や学校の重点目標を明確に示し、全教職員による経営参

画意識や協働意識を高めその具現化を図ることが必要です。また、校内でリーダーシップを発揮する教員を

育てたり、学校運営の改善を図るために運営委員会などの組織を位置づけて、学校の機能を向上させること

が求められます。 

今後は各学校がもつ様々な課題解決に向けて、校内のコミュニケーションや学校同士のコミュニケーション

の活性化を一層図ることが必要です。 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目１３ 開かれた学校づくりの推進 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

地域による学校支援事業の拡大 

【学校・市教委・地域】 

学校支援地域本部

※

事業などを通して、「学校」と「家庭や地域」との連

携を進めます。 

 

学校の自己評価の充実 

【学校・市教委】 

学校評価

※

の項目について、わかりやすい説明や保護者アンケートを実

施して懇談会や学校便りでの公表や教育委員会だより「からふる」により

学校や教育委員会の取組についての情報発信に努めます。 

子どもによる授業評価の推進 

【学校】 

授業や教師に関する子どもアンケートを行い、学校改善に役立てる取組

を進めます。 

 

学校評議員・学校関係者評価委員の活

用                  【学校】 

学校の方針や取組を説明したり、改善意見などを受けてよりより学校づく

りの取組に活かす取組を促進します。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

保護者からの意見や要望を聞くために懇談会の開催やアン

ケート調査を年間 4 回以上実施している学校の割合(再掲）

【H25 全】

資料⑯

 

H25 

小 43.8％ 

中 62.5％ 

小 100％ 

中 100％ 

学校評価をホームページで公開している学校の割合【教】    

 

 

H25 

小 70.6％ 

中 55.6％ 

小 100％ 

中 100％ 

「地域の人材を外部講師として招聘した授業を行った、どちら

かといえば行った」と回答した学校の割合(再掲） 

【H25 全】

資料⑳

 

H25 

小 81.3％ 

中 75.0％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

学校からは情報の積極的な発信と公開、家庭や地域からは学校への支援を積極的に行うなど、双方が目

標を共有化できる｢開かれた学校づくり」を推進します。 

※※※※学校支援地域本部学校支援地域本部学校支援地域本部学校支援地域本部：：：：地域住民の学習支援や登下校の安全確保などの学校支援活動を通じて、教員が子どもと向き合う時間の確保を図るなど、地域全体で学校教育活

動を支援する体制 

※※※※学校評価学校評価学校評価学校評価：：：：平成 19 年に改正された学校教育法において、学校は、学校評価を行い、その結果に基づき学校運営の改善を図ることにより教育水準の向上に努めること、

保護者等との連携協力を推進するため、学校運営の状況に関する情報を積極的に提供することが定められた。 

 

基本方向５ 新しい時代に対応した学校改善の推進「学校力」の向上 基本目標２ 

 

 

現在千歳市では、「保護者や地域住民の協力、学校評議員の活用による学校運営の改善について、着実

に成果をあげている」

【石】

と回答した学校の割合は小学校７０．６％に対して、中学校では３３．３％に留まって

います。 

学校の総合的な機能である｢学校力」の向上や改善は学校単独ではできません。児童生徒が学校や地域

で生き生きと学び生活するためには、学校が学習指導や生活指導において十分にその役割を果たしながら

｢地域づくり」の中核となっていくことが求められています。 

今後は、家庭や地域との連携・協力を一層進め、「学校が望む支援」と「家庭や地域社会・教育委員会等が

提供できる支援」とをコーディネートし、協力体制を充実させていくことが必要です。 

また、学校は｢外」に向かって開かれているだけでなく、子どもや保護者、教職員など｢内」に向かっても開か

れていることが必要です。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目１４ 教職員の資質・能力の向上 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

授業改善につながる校内研修の充実 

【学校・市教委】 

指導主事および学校教育主事による学校指導訪問を通じて、学校運営

や授業改善について指導・助言を行い研修の充実を図ります。 

 

教職員研修の充実 

【市教委】 

市独自の研修会を充実し、教職員の積極的な参加を促進します。 

 

 

コンプライアンスの徹底 

【学校・市教委】 

校長会議、教頭会議をはじめとする多くの場で学校職員が自覚を高め法

令順守を徹底するための働きかけを行います。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

「学校でテーマをきめ、講師を招聘するなど校内研修会を行

った、どちらかといえば行った」と回答した学校の割合 

【H25 全】

資料㉔

 

H25 

小 81.3％ 

中 87.5％ 

小 100％ 

中 100％ 

授業研究を伴う校内研修を年間５回以上実施している学校

の割合【H25 全】

資料㉕

    

 

H25 

小 87.6％ 

中 100％ 

小 100％ 

中 100％ 

「教職員は校内外の研修や研究会に参加し、その成果を教

育活動に積極的に反映させた、どちらかといえば反映させた」

と回答した学校の割合【H25 全】

資料㉖

 

H25 

小 100％ 

中 100％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

教職員の資質・能力の向上を目的とした校内外の研修の充実を図ります。 

※※※※校内研修校内研修校内研修校内研修：：：：学校ごとに学校や地域をめぐる教育の今日的課題に即して自主的に実施・参加する研修活動 

 

基本方向５ 新しい時代に対応した学校改善の推進「学校力」の向上 基本目標２ 

 

 

各学校では、教職員の資質・能力向上のための組織的・計画的な校内研修

※

が充実してきており、授業改

善のための研修が着実な成果をあげています。反面、「長いスパンでの教職員一人一人の特性に応じた研修

会への計画的な参加や、その成果の校内への還流という面では着実に成果をあげている」

【石】

と回答した学校

の割合は小学校４１．２％、中学校３３．３％に留まっています。今後は学校職員評価制度などを有効に活用

して、教職員の一層の資質・能力の向上を図っていくことが必要です。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目１５ 学校間の連携・接続の推進 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

幼小連携の促進(再掲) 

【学校・幼稚園】 

幼稚園と小学校の授業を相互に交流し合い、子どもたちの成長に関する

情報の共有に努めます。 

 

小中連携の促進 

【学校】 

子どもの実態をとらえ、学習指導や生徒指導の面で相互に求められる姿

や指導のあり方を協議するともに、共通の課題に対する小学校と中学校

の連携した取組の推進を図ります。 

千歳市教育機関懇話会

※

の充実 

【市教委】 

子どもたちの心身の発達段階に応じた学習指導をはじめ、生活指導や

進路指導などにおける一貫性のある教育の推進、子どもたちの育成に関

する情報の共有を図ります。 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

保育所や幼稚園との連携を行っている、どちらかといえば行

っている」と回答した小学校の割合(再掲)【H25 全】

資料⑲

 

 

H25 小 81.3％ 小 １00％ 

相互授業参観を実施している学校の割合【教】 

 

 

H25 

小 100％ 

中 100％ 

小 100％ 

中 100％ 

「教科の指導内容や指導方法について、近隣の学校と連携を

よく行っている、どちらかといえば行っている」と回答した学校

の割合【H25 全】

資料㉗

 

H25 

小 87.5％ 

中 87.5％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

幼稚園や高等学校を含めた近隣の学校による合同での研究会や研修会を効果的に利用し、学校種間で

の指導の在り方の共通理解などを通じ、指導計画や指導方法の改善を図ります。 

※※※※中中中中１１１１ギャップギャップギャップギャップ､､､､高高高高１１１１クライシスクライシスクライシスクライシス：：：：中学１年や高校１年の生徒が、小学校から中学校、あるいは中学校から高等学校への進学に際し、大きな環境の変化に適応できず、問

題行動等を引き起こしやすい状況にあることの通称。 

※※※※千歳市教育機関懇話会千歳市教育機関懇話会千歳市教育機関懇話会千歳市教育機関懇話会：：：：市内の幼稚園、小中学校、高校、大学の教育機関・団体の代表で構成され、学習指導や生活、進路指導などの情報を共有して、共通認識の

下で一貫性のある子どもたちの育成を目指す目的で、平成18年度より設置されている。 

 

基本方向５ 新しい時代に対応した学校改善の推進「学校力」の向上 基本目標２ 

 

 

小１プロブレム、中１ギャップ、高１クライシス

※

などの問題に対応するためには、学校同士が相互に連携を

図り、積極的に交流を深めることを通して、幼・小・中・高等学校間の教育課程の滑らかな接続を図ることが重

要です。 

千歳市においては、「小学校と中学校による合同の研修会や情報交換、児童生徒会のあり方について理解

を深める機会を充実させることにより着実に成果をあげている」

【石】

と回答した学校の割合は小学校７６．５％、

中学校３３．３％となっています。 

一方、幼稚園や高等学校との交流など、経験をひろげて豊かな人間性を育む交流学習や学びの連続性に

配慮した年間指導計画づくりについては、今後の課題とも言えます。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目１６ 関係機関団体との連携協力の推進 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

関係機関・団体との連携 

【学校・市教委】 

教育内容や方法を充実させ、各種教育関係機関や団体との連携を図

り、学校力の向上を図ります。 

 

市民団体や企業など様々な機関や団

体との連携の充実   【学校・市教委】 

各種の作品募集やイベントの案内など、学校以外の機関や団体からの

要請のほか、職場体験や人材の派遣、大学などの研究機関との連携に

よる教育課程の充実に努めます。 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

「関係機関や団体とのつながりを強化し、学校力の向上に向

けて着実に成果をあげている｣と回答した学校の割合【教】 

 

H25 

小 32.4％ 

中 33.3％ 

小 100％ 

中 100％ 

職場見学や職場体験活動を行っている学校の割合【H25 全】

資料㉘ 

 

H25 

小 31.3％ 

中 100％ 

小 100％ 

中 100％ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

 

 

関係機関や団体など連携・協力を図り、教育活動を充実させて学校力の向上に努めます。 

※※※※ＮＰＯ：ＮＰＯ：ＮＰＯ：ＮＰＯ：ＮｏｎＰｒｏｆｉｔ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎの略。非営利組織。政府・自治体や企業とは別に社会的、公益的な活動を行う非営利の組織（団体）。 

 

基本方向５ 新しい時代に対応した学校改善の推進と「学校力」の向上 基本目標２ 

 

 

千歳市内においては日常的に関係機関との連携・協力が積極的に行われています。教育の成果を高める

ためには、前例踏襲に頼ることなく新たな動きに対しても素早く対応したり積極的にチャレンジしていくことが必

要です。また、学校単独で工夫や対策が必要なものだけでなく、千歳市内・石狩管内・北海道全体と範囲を

広げ共通の理解に立った取組を行う必要もあることから、関係機関や団体との連携や協力を一層充実させて 

いくことが大切です。特に教職員で構成する教育研究団体である｢千歳市教育振興会」との連携を一層強めて

いくことが重要です。 

また、町内会やＮＰＯ

※

の市民団体や企業など、教育活動を行う上で相互協力を行っている市内の団体と

の連携についても一層充実していくことが大切です。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目１７ ＩＣＴ教育の充実 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

情報活用能力の育成 

【市教委】 

電子黒板・実物投影機

※

・授業用デジタル機器や校内の無線ＬＡＮ化な

ど、年次計画に基づいて環境整備の充実を図ります。 

 

教員のサポート体制 

【市教委】 

ＩＣＴ支援員を配置し、教員のＩＣＴ活用能力の向上及び指導方法の充実

工夫等を図ります。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

電子黒板および実物投影機の配置教室の割合【教】 

 

 

H25 

小 17.0％ 

中  4.0％ 

小 100％ 

中 100％ 

千歳市教育委員会として実施しているＩＣＴ活用に関する研修

会を実施した回数【教】 

 

H25 年0 回 年2 回以上 

「携帯電話やスマートフォンを所有している児童生徒のうち、

家の人と約束したことをきちんと守っている」と回答した児童

生徒の割合【H25 全】

資料③

 

H25 

小6 66.4％ 

中3 39.7％ 

小6 70％以上 

中3 50％以上 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

 

 

情報化の進展に対応し、一層の学力向上を目的としたＩＣＴ環境整備を進め、教職員の活用能力や子ども

たちの情報活用能力の育成を図ります。 

基本方向６ 社会の変化に対応する力を育成する教育の推進 基本目標２ 

 

 

インターネットや携帯電話の普及など高度情報化の進展により、日常生活や経済社会のあらゆる活動にお

いて、情報が果たす役割や影響がますます高まっています。子どもたちが高度情報化社会に柔軟な対応がで

きるようにするため、ＩＣＴ環境の一層の充実を図り、正しい利用方法の指導を行うとともに、情報を適切に取り

扱うことができる情報活用能力の向上を図ることが大切です。 

※※※※実物投影機実物投影機実物投影機実物投影機：：：：プロジェクタやテレビにつないで、教科書や資料、立体作品、実際の作業場面、パソコンの画面などを拡大して映し出し、見ている人が情報を共有すること

ができる装置。 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 



- 44 - 

 

施策項目１８ 環境教育の充実     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

環境問題への理解の促進 

【学校】 

身近な自然を守っていこうとする意欲や態度を育てるため、千歳ならで

はの特色を生かした環境教育の取組を促進します。 

 

環境に配慮して主体的に行動する態度

の育成               【学校】 

全小中学校で、児童生徒の自主的な活動を重視しながら節電やごみの

分別・リサイクルなどの取組を進めます。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

「環境教育にかかわる各教科等の指導内容との関連を明確

にした指導計画の工夫について着実に成果をあげている」と

回答した学校の割合【石】 

H24 

小 47.1％ 

中 11.1％ 

小 100％ 

中 100％ 

「環境に対する関心を高め意欲的にかかわろうとする態度を

培う学習活動の工夫について、着実に成果をあげている」と

回答した学校の割合【石】 

H24 

小 70.6％ 

中 22.2％ 

小 100％ 

中 100％ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

 

 

千歳川や支笏湖、青葉公園など身近な自然環境を調べることを通して、環境問題についての理解を深め

自然を守る教育を推進します。 

※※※※総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習のののの時間時間時間時間：：：：各学校が地域や学校、児童生徒の実態等に応じて、教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習や児童生徒の興味・関心等に基づく学習など、

創意工夫を生かした教育活動を行う時間。 

 

基本方向６ 社会の変化に対応する力を育成する教育の推進 基本目標２ 

 

 

子どもたちが自ら考え行動することで、環境にやさしい心情を育むとともに、環境保全活動や環境問題の解

決に意欲的にかかわろうとする態度や能力を育成することが求められています。 

千歳市では、身近な環境や日本全体・地球規模での環境保全の大切さについての理解を深めるため、総

合的な学習の時間

※

を中心に環境教育の内容充実を図っていますが、「環境教育に関わる各教科の指導内

容との関連を明確にした指導計画を工夫することについて、実践に努め着実に成果をあげている」

【石】

と回答し

た学校の割合は小学校４７．１％、中学校１１．１％にとどまっています。 

今後はふるさと千歳の身近な環境に直接ふれる体験を通して環境についての関心を高め、環境保護に意

欲的に関わろうとする態度を育てる学習活動を一層工夫していくことが必要です。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目１９ 外国語教育の充実 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

教員の指導力・英語力の向上 

【学校・市教委】 

小学校教員による外国語活動の指導力向上に向けた研修を実施し、

ALT と協力した教材を作成し授業づくりを充実します。 

 

小学校外国語活動の充実 

【学校】 

中学校による小学校への出前授業の実施や合同での指導案作成など、

小学校と中学校が連携した取組を進めます。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

教職員の外国語活動指導力向上のために千歳市教育委員

会として研修会を実施した回数【教】 

 

H25 年0 回 年2 回以上 

「英語活動を通した積極的にコミュニケーションを図ろうとする

態度の育成について、着実に成果をあげている」と回答した

学校の割合【石】 

H24 

小 100％ 

中 66.7％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

国際社会に生きる人間として望ましい態度や、外国語を用いて積極的にコミュニケーションを図ることのでき

る資質や能力の育成を図ります。 

※※※※ＡＬＴ：ＡＬＴ：ＡＬＴ：ＡＬＴ：外国語指導助手（Ａｓｓｉｓｔａｎｔ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｔｅａｃｈｅｒ）のこと。中学校・高等学校において外国語担当教員とのティーム・ティーチングによる語学指導及び小学校

での「総合的な学習の時間」において実施される外国語会話学習への参加や地域の様々な国際交流活動に従事する外国青年。 

 

基本方向７ 国際社会に生きる人材を育成する教育の推進 基本目標２ 

 

 

グローバル化が加速する現代において、日本人としてのアイデンティティや日本の文化に対する理解を深

め、豊かなコミュニケーショ ン能力や主体性・積極性を身に付けて、様々な分野で活躍できるグローバルな

人材を育成することが求められています。 

千歳市では、すべての小中学校で ALT が外国語活動および英語の授業に参加しています。学校では、

「ALT 等を活用した英語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ英語活動など、積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度の育成について、着実に成果をあげている」

【石】

と回答した学校の割合は小学校１００％、中

学校６６．７％にのぼります。今後も外国の人たちとも積極的にコミュニケーションを図る基礎となる力を育てる

ために、小学校外国語活動・中学校英語教育を充実していくことが大切です。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目２０ 国際理解・異文化理解教育の充実 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

イングリッシュキャンプ

※

の実施 

【市教委】 

子どもたちが、生きた英語でのコミュニケーションを体験できるイングリッ

シュキャンプの取組を積極的に支援します。 

 

姉妹都市や姉妹校との交流事業の推

進             【学校・市教委】 

サンドレイク小学校やミアーズ中学校との相互訪問交流を推進して、外

国の人たちとの交流を体験する事業を支援します。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

「国際理解教育の充実について着実に成果をあげている」と

回答した学校の割合【石】 

 

H24 

小 85.3％ 

中 44.5％ 

小 100％ 

中 100％ 

国際理解・国際交流に関するイベント等への支援【教】 

 

 

H25 年1 回 年3 回以上 

 

 

子どもたちが国際理解・国際交流イベントに参加することを通じて、子どもたちが外国語や外国の文化に興

味を持ち慣れ親しむとともに、積極的にコミュニケーションを図る取組を支援し、国際理解促進のための環境

づくりに努めます。 

基本方向７ 国際社会に生きる人材を育成する教育の推進 基本目標２ 

 

 

千歳市は国際空港を有し、世界各国と直接つながる国際都市であり、米国のアンカレッジ、中国の長春

市、ノルウェーのコングスベルグと交流を深めています。また、「国際理解教育について、着実に成果をあげて

いる」

【石】

と回答した学校の割合は小学校８５．３％、中学校４４．５％となっています。 

優れた国際感覚や国際理解の精神を身につける上では、外国の人たちの生活・文化に慣れ親しむ体験的

な学習を行い、他者との関わりを通した学びの中で互いに尊重し合う態度を培う指導を工夫することが重要で

す。 

英語を単なる知識に終わらせることなく、国際社会の一員としての自覚を持ち、国際社会に生きる未来の

児童生徒が異文化を理解してコミュニケーションを図り、異なる文化や生活習慣をもつ人々とも協調して生き

ていく態度を培うために｢国際理解教育」の充実が求められています。 

※※※※イングリッシュキャンプイングリッシュキャンプイングリッシュキャンプイングリッシュキャンプ：：：：子どもたちが、オールイングリッシュにより、参加外国人や友人と会話や遊びを楽しみながら、英語に対する自信と興味・関心を高め、異文化体

験を通して、相互理解の大切さを学ぶ事業であり、期間は半日程度の短いものから、宿泊を要するものまで様々な形態がある。 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標３ 知的な探究心を持ち積極的に行動する力を育てる 

 

【基本方向】 

 

８ 確かな学力を育成する教育の推進 

 

９ 豊かな心を育成する教育の推進 

 

１０ 健やかな身体を育成する教育の推進 

 

１１ 特別支援教育の推進 
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施策項目２１ 確かな学力を育成する教育の充実     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

授業改善の推進 

【学校】 

千歳市学力向上検討委員会の提言に基づく取組を充実し、学力向上の

ための授業改善を積極的に進めます。 

 

個に応じたきめ細かな学習指導 

【学校】 

子ども一人一人の学習状況を踏まえた少人数指導

※

、ティーム・ティー

チング

※

、習熟度別指導など、個に応じたきめ細かな学習指導を行いま

す。 

補充的な学習サポートの実施 

【学校・市教委】 

千歳科学技術大学の学生による夏季・冬季休業中の学習サポートや、

退職教員等による放課後学習サポートの実施による支援を行います。 

 

学習支援員の配置 

【市教委】 

一人一人に応じたきめ細かい指導をめざし、千歳市独自の学習支援員

を配置して学力の向上を図ります。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

「授業（国語、算数・数学）の内容はよく分かる、どちらかとい

えば分かる」と回答した児童生徒の割合【H25 全】

資料⑩ 

 

H25 

小6 78.6％ 

中3 69.4％ 

小6 90％以上 

中3 80％以上 

算数・数学の授業において、習熟の遅いグループに少人数指

導を行い、習得できるように実施している学校の割合【H25

全】

資料㉙

 

H25 

小 81.4％ 

中 62.5％ 

小 100％ 

中 100％ 

長期休業日を利用した補充的な学習サポートを実施している

学校の割合【H25 全】

資料㉚

 

 

H25 

小 75.1％ 

中 75.0％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

全国学力・学習状況調査と標準学力検査の結果分析をもとに、千歳市学力向上検討委員会で授業改善

案の検討を進め、個に応じたきめ細かな学習指導と学習習慣の確立に努めます。 

※※※※少人数指導少人数指導少人数指導少人数指導：：：：学習集団の規模に着目し、学級数を超える少人数の学習集団を編成することにより、児童生徒一人一人に応じたきめ細かな指導を行うこと。 

※※※※ティーム・ティーチングティーム・ティーチングティーム・ティーチングティーム・ティーチング：：：：授業等において、２人以上の教職員などが連携・協力して行う指導方法（Team－Teaching）。 

 

基本方向８ 確かな学力を育成する教育の推進 基本目標３ 

 

 

「確かな学力の向上をめざす教育の推進について、着実に成果をあげている」

【石】

と回答した学校の割合は

小学校５８．８％、中学校５０．０％となっています。 

平成２５年度から市内で統一して実施した標準学力検査・知能検査の結果からは、努力の様子が見られる

一方、理解が不十分なまま次の学年に上がってしまっている子どもも少なくない傾向が見られました。全国調

査の結果分析からも、「基礎的・基本的な学習内容の定着」「家庭における学習習慣の定着」等が十分とは言

えないという課題があります。一人一人の児童生徒にきめ細かな指導を行い、確かな学力を身に付けさせると

ともに学ぶ喜びや進んで学ぶ姿勢を育み、全国どこでも通用する学力を定着させることが大切です。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目２２ 学ぶ意欲を高める指導の充実 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

ＩＣＴ機器の活用 

【学校・市教委】 

子どもたちの興味関心を高めるとともに、効果的な学習指導を進めて学

力向上を図るために、ＩＣＴ機器を整備してその活用を促進します。 

 

ｅ－ラーニングの活用 

【学校】 

千歳科学技術大学の理科工房と連携した実験授業やｅ－ラーニングを

活用した取組の推進を図ります。 

 

授業評価の活用 

【学校】 

教師と児童生徒のコミュニケーションツールの一つとして授業評価の活

用を推進し、授業改善を図り学習意欲の向上に努めます。 

 

家庭学習の手引きの作成 

【学校】 

児童生徒の実態を踏まえ系統的な指導をするため、中学校区ごとの共

通した学習の手引きを作成します。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

児童生徒による「授業評価」を取り入れている学校の割合

【教】 

 

H25 

小 23.5％ 

中 33.3％ 

小 100％ 

中 100％ 

「勉強（国語、算数・数学）が好き、どちらかといえば好き」と回

答した児童生徒の割合【H25 全】

資料⑫

 

 

H25 

小6 59.0％ 

中3 57.0％ 

小6 70％以上 

中3 70％以上 

「平日、１日当たりの家庭学習時間が１時間以上」と回答した

児童生徒の割合【H25 全】

資料⑪

 

 

H25 

小6 53.6％ 

中3 57.1％ 

小6 70％以上 

中3 70％以上 

        

 

 

児童生徒の興味・関心に応じた問題解決的・体験的な学習を多く取り入れ、児童生徒の学ぶ意欲を高める

指導の充実に努めます。 

※※※※eeee----ラーニングラーニングラーニングラーニング：：：：パソコンやコンピューターネットワーク等を利用して教育を行うこと。 

※※※※わかるわかるわかるわかる授業授業授業授業：：：：児童生徒一人一人が授業内容を確実に理解し、確かな学力を身に付けることができる授業のこと。 

 

基本方向８ 確かな学力を育成する教育の推進 基本目標３ 

 

 

学校では、子どもたちが共に学びあい、学ぶ楽しさや達成感を味わいながら学び方や考え方を身に付けて

いくことが大切であり、創意ある学習指導の充実が求められています。このことについて｢着実に成果をあげて

いる」

【石】

と回答した学校の割合は小学校６４．７％、中学校４４．４％ですが、「日常の授業改善に生かす評価

の工夫」

【石】

については小学校２３．５％、中学校３３．３％にとどまっています。 

学習意欲の向上とわかる授業

※

づくりは一体のものです。学校は子どものよさを認め励ましながら子どもによ

る授業評価を取り入れたり、ＩＣＴ機器を活用したわかりやすい授業づくりを推進するなど、子どもの興味・関心

を高め、挑戦したり、難しいことも乗り越える経験を大切にしながら学ぶことの楽しさや意義を実感させる学習

場面や機会をふやしていくことが必要です。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目２３ 道徳教育の充実 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

「道徳の時間」の授業公開 

【学校】 

授業参観等で地域に公開し、日常生活や学習の基盤となる道徳性の指

導を重視した道徳教育の充実を図ります 

 

人権教室の充実と推進 

【学校】 

地域の人材等を生かし、発達段階に応じて人権に関する正しい理解や

自他を尊重し思いやる指導の充実を図ります。 

 

体験を生かした指導過程の工夫 

【学校】 

学校や家庭、地域における身近な体験を通して、人間尊重の精神や思

いやりの心など豊かな心を育てる指導を充実します。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

保護者や地域に「道徳の時間」の授業公開を実施している学

校の割合【教】 

 

H25 

小 41.2％ 

中 44.4％ 

小 100％ 

中 100％ 

「学校のきまりを守っている、どちらかといえば守っている」と

回答した児童生徒の割合【H25 全】

資料④

 

 

H25 

小6 87.3％ 

中3 92.2％ 

小6 100％ 

中3 100％ 

「自分にはよいところがある、どちらかといえばある」と回答した

児童生徒の割合(再掲）【H25 全】

資料⑤

 

 

H25 

小6 73.0％ 

中3 64.4％ 

小6 80％以上 

中3 70％以上 

        

 

 

学校が家庭や地域と連携する中で、規範意識や生命尊重、思いやりの心を育むとともに、社会性や豊かな

人間性を育む道徳教育の充実を図ります。 

※※※※心心心心のノートのノートのノートのノート：：：：児童生徒が身に付ける道徳の内容を分かりやすく表した児童生徒用のノートで、平成14年度から全国の小・中学生に配布されている。自主的・積極的に活用

することで、自己の生き方について考え、自ら道徳性を育むことに資する教材。（文部科学省 平成14年度「心のノート活用のために」） 

 

基本方向９ 豊かな心を育成する教育の推進 基本目標３ 

 

 

「豊かな感性を育む教育と道徳教育の充実について、着実に成果をあげている」

【石】

と回答した学校の割合

は小学校５１．０％、中学校３３．３％です。社会生活を送る上での基本的な生活習慣や規範意識、自他の生

命の尊重、自尊感情や思いやりの心など生活や学習の基盤となる道徳性を養うとともに、主体的に判断し、適

切に行動できる人間を育てることが重要です。 

学校においては、全ての教育活動で道徳教育を推進するとともに、その要となる道徳の時間の指導を工夫

したり、家庭や地域と連携しながら、｢心のノート

※

」を活用し、人間尊重の精神や思いやりの心など豊かな心を

育むよう効果的な学習を進めることが大切です。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目２４ 読書活動の推進 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

一斉読書の推進 

【学校】 

各教科や総合的な学習の時間、特別活動等の学習とともに、「朝読書」

などの一斉読書等の取組を通して、読書習慣の形成と読書指導の充実

を図ります。 

関係機関や団体等との連携 

【学校】 

保護者、ボランティア、民間団体、市立図書館等との連携・協力による

学校図書館機能の充実に向けた取組を推進します。 

 

学校図書館に係る指導体制の充実 

【学校】 

学校図書館の図書資料の整備促進を図るとともに、司書教諭

※

等を中

核とした学校の指導体制の充実を図ります。 

 

図書館司書の活用 

【市教委】 

図書館司書の派遣を通して、学校図書館の運営を支援し、子どもたちの

図書館活用を促進します。また、学校図書館司書配置に向けた検討を

進めます。 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

「朝読書」などの一斉読書の時間を週に複数回以上設けてい

る学校の割合【H25 全】

資料㉛

 

 

H25 

小 68.8％ 

中 87.5％ 

小 100％ 

中 100％ 

児童生徒一人当たりの学校図書館図書数【教】 

 

 

H25 

小 25.8 冊 

中 86.1 冊 

小 30 冊 

中 90 冊 

「読書が好き、どちらかといえば好き」と回答した児童生徒の

割合【H25 全】

資料⑬

 

 

H25 

小6 71.9％ 

中3 78.7％ 

小6 80％以上 

中3 80％以上 

        

 

 

学校・家庭・地域が一体となり、児童生徒が自主的に読書活動を行うことができるよう、環境づくりに取り組

み、読書活動を推進します。 

※※※※司書教諭司書教諭司書教諭司書教諭：：：：小学校、中学校及び高等学校等において、図書、視覚聴覚教育の資料、その他学校教育に必要な資料を収集、整理及び保存し、これを児童、生徒及び教員

の利用に供するために設けられた学校図書館の専門的職務に従事する者。 

※※※※図書館司書図書館司書図書館司書図書館司書：：：：図書館等で図書館資料の選択発注及び受入れから、分類、目録作成、貸出業務、読書案内などを行う専門的職員。 

 

基本方向９ 豊かな心を育成する教育の推進 基本目標３ 

 

 

読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力や創造力を豊かにし、生きる力を身に付けていく上で不可

欠なものです。 

千歳市においては、学校における朝読書の取組は定着しつつありますが、「読書が好き、どちらかといえば

好き」

【H25全】

と回答した児童生徒の割合は、小学生７１．９％

資料⑬

で全道・全国とほぼ同様であり、中学生７８．

７％で全道・全国を上回る状況となっています。 

図書館司書

※

の派遣により学校への図書館司書配置について検討を進め、読書習慣の形成を図るととも

に、読書の楽しさを体得させるため、今後も、児童生徒の読書を支える学校図書館を整備するとともに、市立

図書館や図書ボランティアとの連携を強めていく必要があります。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目２５ 体験的な活動の充実 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

グローカルスクール活動事業の拡充 

【学校・市教委】 

総合的な学習の時間において、千歳市の自然や人材等を活用して様々

な分野の学習に取り組めるようにします。 

 

キャリア教育の推進 

【学校・家庭・地域・企業】 

社会人・職業人として自立していけるように、職場体験や就業体験を通じ

て学ぶことや働くことの意義を理解させるとともに、家庭・地域・企業等の

協力を得て、社会的に自立できる能力の向上を図ります。 

児童会・生徒会主催のボランティア活

動の充実              【学校】 

地域の一員としての自覚を深めるとともに、豊かな人間性や社会性を育

むため、奉仕活動に進んで参加できる環境づくりに努めます。 

 

サイエンス会議の充実 

【市教委】 

総合的な学習の時間に取り組んだ内容を発表する機会を設け、他校と

の交流を進め子どもたちのプレゼンテーション能力を高める取組を推進

します。 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

自然の中で集団宿泊学習を行っている小学校の割合【H25

全】

資料㉜

 

 

H25 小 81.2％ 小 100％ 

職場見学や職場体験活動を行っている学校の割合(再掲)

【H25 全】

資料㉘

 

 

H25 

小 31.3％ 

中 100％ 

小 100％ 

中 100％ 

「人の役に立つ人間になりたい、どちらかといえばなりたい」と

回答した児童生徒の割合【H25 全】

資料⑭

 

 

H25 

小6 94.2％ 

中3 92.5％ 

小6 100％ 

中3 100％ 

        

 

 

社会性や豊かな人間性を育み、社会の一員としての自覚を深めさせるため、学校と地域社会との連携を図

り、地域が有する様々な教育資源を生かした体験活動の充実を図ります。 

基本方向９ 豊かな心を育成する教育の推進 基本目標３ 

 

 

「体験的な活動の充実について、着実に成果をあげている」

【石】

と回答した学校の割合は小学校５４．９％、

中学校５１．９％で一定の成果をあげていると言えます。 

豊かな人間性や社会性を育むためには、学校の各教科や特別活動、総合的な学習の時間をはじめとする

教育活動を充実すると共に、学校外活動の機会や情報提供など、様々な自然体験活動、社会体験活動等、

社会のルールや自ら考え行動する力を身に付けさせる機会や環境づくりを進めることが必要です。 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目２６ 体力・運動能力の向上 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 1826 具体的な内容 

コーディネーション運動

※

の推進 

【学校・市教委】 

子どもが体を動かす喜びを感じ、運動に対する認識や生活の在り方を考

えることのできる体育科の授業をめざし、コーディネーション運動を推進

します。 

新体力テスト

※

の実施 

【学校】 

児童生徒の実態を細かく把握し、体力・運動能力の向上を図るための指

導の充実を図ります。 

 

１校１実践

※

の推進 

【学校】 

体力向上をめざした手軽な運動など、学校における創意工夫を活かした

１校１実践の取組の着実な推進を図ります。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

総合ランクがＡＢＣDE のうちＡＢＣの児童生徒の割合【他】 

 

 

H24 

小5 年男子53.6％ 

小5 年女子60.2％ 

小5 年男女80％以上 

中2 年男女80％以上 

週１日以上、体育の授業以外で運動・スポーツをしている

学校の割合【他】 

 

H24 

小5 年男子85.9％ 

小5 年女子80.5％ 

小5 年男女100％ 

中2 年男女100％ 

※平成２４年度は小学校２校のみ抽出調査 

        

 

 

運動や外遊び、スポーツの楽しさを実感させ、運動習慣の定着や生活習慣の改善を図るため、体力・運動

能力の向上に努めます。 

基本方向１０ 健やかな身体を育成する教育の推進 基本目標３ 

 

 

近年、体格は良いが運動能力や体力が低い子どもが多くなったと言われおり、このことは、平成24 年度「全

国体力・運動能力、運動習慣等調査」においても表れています。市内の男女ともに総合的なランクでは、ＡＢ

ＣＤＥの５段階のうち、ＡＢＣの割合が全国平均より少なく、ＤＥランクの児童がやや多くみられました。 

子どもの体力は、健康の保持や学習意欲、気力といった精神面の充実にも大きく関わっており、将来的には

生活習慣病など健康にも影響を及ぼすことが懸念されています。学校では、運動する子どもとそうでない子ど

もの二極化を解消し、運動の楽しさや喜びを実感させ、積極的に運動に取り組む意欲や態度を育てることが

大切です。 

※※※※新体力新体力新体力新体力テストテストテストテスト：：：：文部科学省が、国民の体力の現状を把握するため、従前から用いられていた「スポーツテスト」を国民の体位の変化や高齢化の進展等を踏まえた見直し

を行い、新たに作成したテスト。国の「体力・運動能力調査」において、平成11 年度から導入している。 

※※※※１１１１校校校校１１１１実践実践実践実践：：：：学校における体力向上や運動習慣の定着等に向けた創意工夫ある全校的な取組。 

※※※※コーディネーションコーディネーションコーディネーションコーディネーション運動運動運動運動：：：：文6歳から10歳前後は、運動の習得速度が速く、神経系はほぼ大人なみに発達することから、この時期に多様な刺激を与えることで、能力は

著しく伸びると言われている。遊びの要素を取り入れ、楽しみながら体をコントロールする力（リズムやバランス能力など）を養うことを目的に工夫された運動（例えば、足は「グ

ー・パー」、腕は「上・下」のリズムでジャンプを続けるなど）であるが、昔は、鬼ごっこなど活発な外遊びのなかで自然に身につけたと言われている。 

 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目２７ 食育の推進     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

食に関する指導の充実 

【学校・市教委】 

児童生徒が食の重要性を理解し、健やかな体を育成するため、栄養教

諭を中心として、家庭とも連携しながら食に関する指導を進めます。 

 

「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進 

【学校・市教委・家庭】 

家庭における食に対する関心及び理解を深め、望ましい食習慣が形成

されるよう、「早寝・早起き・朝ごはん」運動の啓発を促進します。 

 

学校給食における地産地消

※

の推進 

【市教委】 

食への感謝や地元の食文化への理解を深めるとともに、給食での地場

産品の活用を積極的に推進します。 

 

安全・安心な給食の提供 

【市教委】 

衛生管理を徹底するとともに、給食センターの施設・設備の充実を図り、

給食の安全確保に努めます。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

「朝食を毎日食べている、どちらかといえば食べている」と回

答した児童生徒の割合【H25 全】

資料①

 

 

H25 

小6 95.5％ 

中3 92.7％ 

小6 100％ 

中3 100％ 

給食における地場産品利用の割合（野菜類）【教】 

 

 

H25 27％ 50％ 

        

 

 

児童生徒が食に関する正しい知識や食習慣を身につけるよう、給食での地場産物の活用の促進などによ

り、学校における食育

※

を推進するとともに、給食の安全確保に努めます。 

※※※※食育食育食育食育：：：：様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、豊かで健全な食生活を実践することができる人間を育てること。 

※※※※地産地消地産地消地産地消地産地消：：：：「地域生産地域消費」「地元生産地元消費」などの略で、その地域で作られた農産物、水産物を、その地域で消費すること。 

 

基本方向１０ 健やかな身体を育成する教育の推進 基本目標３ 

 

 

千歳市においては、「朝食を毎日食べている、どちらかといえば食べている」

【H25全】

と回答した児童生徒の割

合は、小学校９５．５％、中学校９２．７％

資料①

であり、小中学校とも全国を若干下回っている状況です。食生活

の乱れや不規則な睡眠などの生活習慣の乱れは、健康の維持に悪影響を及ぼすだけでなく、体力の低下、

学習に対する意欲や集中力の欠如等につながる要因となります。子どもたちが「食」の重要性を理解し、朝食

をとることをはじめ望ましい食習慣を育成することが大切です。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目２８ 健康教育の推進 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

健康指導の充実 

【学校・市教委】 

栄養教諭

※

との連携により、給食の時間や各教科等において子どもたち

の望ましい栄養のとり方や食品を選択する能力などを育む指導の充実を

図ります。 

性教育・薬物乱用防止教育の充実 

【学校】 

関係機関と連携し、発達段階に応じた性教育・薬物乱用防止教室の工

夫をし、適切な判断や行動ができる資質や能力を育みます。 

 

学校保健委員会の充実 

【学校】 

児童生徒が心身の健康の保持増進を図るための実践力を身に付けるこ

とができるよう、学校全体で共通認識のもと、学校保健計画に基づく学校

保健活動の充実を図ります。 

フッ化物洗口

※

の普及・推進 

【学校・市教委】 

児童生徒のむし歯予防を図るため、保護者の理解を得ながら、関係機

関と連携した研修会等を通じ、就学前から小中学校までの継続実施を

推進します。 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

外部講師による薬物乱用防止教室を実施している学校の割

合【教】 

 

H25 

小 29.4％ 

中 55.6％ 

小 100％ 

中 100％ 

フッ化物洗口を実施している学校の割合【教】 

 

 

H25 

小 0％ 

中 0％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

児童生徒が発達段階に応じて、健康に関する正しい知識や規範意識を身に付け、健康の保持推進を図る

ための実践力を培う健康教育を進めます。 

※※※※薬物乱用防止教室薬物乱用防止教室薬物乱用防止教室薬物乱用防止教室：：：：警察関係者や麻薬取締官・員ＯＢ、医師、薬剤師、業務行政の担当者などの外部の専門家を講師として、学校において薬物乱用防止教育の一環

として開催される講演会。 

※※※※栄養教諭栄養教諭栄養教諭栄養教諭：：：：学校教育法第 28 条の規定により、「児童生徒の栄養の指導及び管理をつかさどる」ことを職務としており、栄養にかんする専門性と教育に関する資質を併せ

有する教育職員。 

※※※※フッフッフッフッ化物洗口化物洗口化物洗口化物洗口：：：：週に 1～5 回フッ化物の水溶液を少量(5～10ｍｌ)口に含み、1 分間ブクブクうがいを行い、永久歯のむし歯を予防する方法で、4 歳～14 歳まで継続して

実施することが効果的。 

 

基本方向１０ 健やかな身体を育成する教育の推進 基本目標３ 

 

 

運動の楽しさや喜びを実感させる保健体育の授業、栄養の取り方や食品を選択する能力などを育てる望ま

しい食育指導、自己の健康の保持増進を図る実践的な指導、発達段階に応じた性教育や薬物乱用防止教

室

※

など、「健康教育の充実」が求められています。 

このことについて｢着実に成果をあげている」

【石】

と回答した学校の割合は、小学校５４．４％、中学校２２．

２％にとどまっており、心身ともに健康な子どもの育成を図る上では授業や給食時間だけでなく、総合的な学

習の時間や特別活動の時間などを通して総合的に指導していくことが大切です。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目２９ 特別支援教育の整備体制 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

校内特別支援委員会の充実 

【学校】 

特別支援教育コーディネーターを中心とした特別支援教育に関する校

内研修の実施や校内特別支援委員会の活性化によって、校内支援体

制の充実を図ります。 

特別支援教育支援員の適正配置 

【市教委】 

学校生活の補助や学習活動の支援を行うため、特別支援教育支援員を

適正配置するとともに、その資質向上を図ります。 

 

特別支援コーディネーター会議の推進 

【市教委】 

コーディネーターの意識や資質を高めるため、講習会や交流会の機会

の充実を図ります。 

 

児童生徒ヘルパーの適正配置 

【市教委】 

特別支援学級においては、児童生徒ヘルパーを配置して障がいをもつ

児童生徒の学校生活全般を支援する取組の充実を図ります。 

 

    

    

指標の内容 現状値 H32 目標値 

特別支援教育に関する校内研修を実施している学校の割合

【教】 

 

H25 

小 35.3％ 

中 22.2％ 

小 100％ 

中 100％ 

特別支援教育支援員を配置している学校の割合【教】 

 

 

H24 

小 76.5％ 

中 44.4％ 

小 100％ 

中 100％ 

        

 

 

特別な支援教育を必要とする児童生徒を的確に把握し、将来自立や社会参加ができるよう、児童生徒一

人一人の障がいに応じた特別支援教育の体制整備を推進します。 

※※※※特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター：：：：各学校における特別支援教育の推進のため、主に校内委員会、校内研修の規格・運営、関係諸機関・学校との連携・調整、保護者

からの相談窓口など、学校におけるコーディネーター的な役割を担う者。 

 

基本方向１１ 特別支援教育の推進 基本目標３ 

 

 

特別な支援教育を必要とする児童生徒が将来自立し、夢や目標を実現していくことは、私たち市民の共通

の願いであります。千歳市においては、特別支援学校や特別支援学級に在籍する児童生徒が増加しており、

在籍児童生徒は 133 人(H25.6.30 現在）となっています。 

そのため、平成25年度から、知的障がい、自閉症・情緒障がい、難聴についての校区を「鉄北地区」「鉄南

地区」「向陽台地区」の３ブロックに分け、「鉄北地区」の祝梅小学校と富丘中学校に特別支援学級を新設しま

した。 

今後、全ての小中学校に、特別支援教育コーディネーター

※

の指名や校内特別支援委員会の設置など、

基本的な校内支援体制の整備・充実が求められています。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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施策項目３０ 一人一人の教育的ニーズを踏まえた指導の充実 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

主な取組 具体的な内容 

「個別の教育支援計画

※

」等の作成と活

用                  【学校】 

一人一人の教育的ニーズに応じ、「個別の教育支援計画」や「個別の指

導計画」を作成し活用します。 

 

専門家チームによる巡回相談の実施 

【市教委】 

スーパーバイザー等の専門的な観点から教育相談や助言を行うととも

に、特別支援学校や関係機関との連携充実に努めます。 

 

校種間の連携や交流教育の推進 

【学校】 

他校との合同交流会や校内における通常学級の児童生徒との日常的な

共同・交流学習を推進するとともに、校種間のきめ細かい引継を行い円

滑な接続に努めます。 

    

    

指標の内容 現状値 Ｈ32 目標値 

「障がいのある子ども一人一人のニーズに応じた指導の充実

について着実に成果をあげている」と回答した学校の割合

【石】 

H24 

小 72.6％ 

中 22.2％ 

小 100％ 

中 100％ 

専門家チームによる巡回相談の回数【教】 

 

 

H24 

小 年147 回 

中  年21 回 

小 年150 回 

中  年50 回 

 

 

個々の教育的ニーズに応じて適切な指導・支援ができるよう、特別支援教育コーディネーターを中心に、

関係機関や保護者との連携を図る中で校内特別支援委員会を機能させ、特別支援教育の充実を図ります。 

※※※※ＬＤ：ＬＤ：ＬＤ：ＬＤ：Ｌｅａｒｎｉｎｇ Ｄｉｓａｂｉｌｉｔｉｅｓの略。学習障がいのこと。基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する又は推論する能力のうち特定のも

のの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指す。学習障がいは、その原因として、中枢神経系に何らかの機能障がいがあると推定されるが、視覚障がい、聴覚障が

い、知的障がい、情緒障がいなどの障がいや、環境的な要因が直接の原因となるものではない。 

※※※※ＡＤＨＤ：ＡＤＨＤ：ＡＤＨＤ：ＡＤＨＤ：Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ Ｄｅｆｉｃｉｔ/Ｈｙｐｅｒａｃｔｉｖｉｔｙ Ｄｉｓｏｒｄｅｒの略。注意欠陥/多動性障がいのこと。年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、及び/又は衝動性、多動性を

特徴する行動の障がいで、社会的な活動や学業の機能に支障をきたすもの。また、7 歳以前に現れ、その状態が継続し、中枢神経に何らかの要因による機能不全があると

推定される。 

※※※※高機能自閉症高機能自閉症高機能自閉症高機能自閉症：：：：3 歳位までに現れ、他人との社会的関係の形成の困難さ、言葉の発達の遅れ、興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴とする行動の障がい

である自閉症のうち、知的発達の遅れを伴わないもの。また、中枢神経系に何らかの要因による機能不全があると推定される。 

※※※※巡回相談巡回相談巡回相談巡回相談：：：：発達障がいを含む障がいに関する専門的知識・ッ経験を有する者が、幼稚園、小学校・中学校・高等学校等を巡回し、教員に対して、発達障がいを含む障が

いのある幼児児童生徒にたいする指導内容・方法に関する指導・助言を行うこと。 

※※※※スーパーバイザースーパーバイザースーパーバイザースーパーバイザー：：：：特別支援教育の指導等の一層の充実を図るため、配置している特別支援支援教育を専任的に担当する指導主事のこと。 

※※※※個別個別個別個別のののの教育支援計画教育支援計画教育支援計画教育支援計画：：：：障がいのある幼児児童生徒一人一人のニーズを正確に把握し、教育の視点から適切に対応していくという考えの下に医療、保健、福祉、労働等

の関係機関との連携を図りつつ、乳幼児期から学校卒業後までの長期的な視点に立って、一貫して的確な教育的支援を行うために、障がいのある幼児児童生徒一人一人に

ついて策定した支援計画。 

 

基本方向１１ 特別支援教育の推進 基本目標３ 

 

 

平成１９年４月から施行された学校教育法の改正により、障がいの種別や程度に応じて特別の場で指導を

行う「特殊教育」から、ＬＤ

※

、ＡＤＨＤ

※

、高機能自閉症

※

等の発達障がいも含め、児童生徒一人一人の教育的

ニーズを踏まえつつ、個々の状況に応じた指導や支援を行う「特別支援教育」への転換が図られました。 障

がいのあるなしに関わらず、学校生活や学習上の「困り感」を持つ児童生徒一人一人のニーズに対し、学校全

体で支援システムを確立するため校内特別支援委員会を機能させる中で支援体制を整えてきました。 

今後は、より一層のきめ細やかな支援を行うためにも、特別支援学校の教育相談や専門家チームによる巡

回相談

※

、石狩教育局のスーパーバイザー

※

の活用など、関係機関とのより一層の連携を図ることが重要で

す。 

主な取組及び具体的な内容 

施策の概要 

現状と課題 

目標指標 
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１ 関連データ（平成 25 年度全国学力・学習状況調査結果） 

【児童生徒質問紙】 

    

 

 

 

    

 

 

 

   

  

 

「朝食を毎日食べている、どちらかといえば食べ

ている」と回答した児童生徒の割合 

「平日、7 時前に起きている」と回答した児童生

徒の割合 

「携帯電話やスマートフォンを所有している児童

生徒のうち、家の人と約束したことをきちんと守

っている」と回答した児童生徒の割合 

「学校の決まりを守っている、どちらかといえば

守っている」と回答した児童生徒の割合 

「家の人と学校での出来事について話をしてい

る、どちらかといえば話している」と回答した児童

生徒の割合 

「自分にはよいところがある、どちらかといえばあ

る」と回答した児童生徒の割合 
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「学校で友達に会うのは楽しい、どちらかといえ

ば楽しい」と回答した児童生徒の割合 

「いじめはどんな理由があってもいけない」と回

答した児童生徒の割合 

「今住んでいる地域の行事に参加している、ど

ちらかといえば参加している」と回答した児童生

徒の割合 

「授業（国語、算数・数学）の内容はよく分かる、

どちらかといえば分かる」と回答した児童生徒の

割合 

「平日、1 日当たり１時間以上勉強をする」と回

答した児童生徒の割合 

「勉強（国語、算数・数学）が好き、どちらかとい

えば好き」と回答した児童生徒の割合 
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「読書は好き、どちらかといえば好き」と回答した

児童生徒の割合 

「人の役に立つ人間になりたい、どちらかといえ

ばなりたい」と回答した児童生徒の割合 
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【学校質問紙】 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

学習規律の維持を徹底している学校の割合 保護者からの意見や要望を聞くために、懇談会

の開催やアンケート調査を年間４回以上実施し

ている学校の割合 

「保護者に対して児童生徒の家庭学習を促す

ような働きかけを行った、どちらかといえば行っ

た」と回答した学校の割合 

「学校支援ボランティアの仕組みにより、保護

者等が様々な活動によく参加している、参加し

ている」と回答した学校の割合 

「保育所や幼稚園との連携を行っている、どち

らかといえば行っている」と回答した小学校の割

合 

「地域の人材を外部講師として招聘した授業を

行った、どちらかといえば行った」と回答した学

校の割合 
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学校の教育活動の情報について、月に１回以

上ホームページを更新している学校の割合 

学校の教育目標やその達成に向けた方策につ

いて、全教職員の間で共有し、取組にあたって

いる学校の割合 

学習指導と学習評価の計画の作成にあたって

は教職員同士が協力し合っている学校の割合 

「学校でテーマを決め、講師を招聘するなど校

内研修を行った、どちらかといえば行った」と回

答した学校の割合 

授業研究を伴う校内研修を年間５回以上実施

している学校の割合 

「教職員は、校内外の研修や研究会に参加し、

その成果を教育活動に積極的に反映させた、

どちらかといえば反映させた」と回答した学校の

割合 
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「教科の指導内容や指導方法について、近隣

の小中学校と連携を行っている、どちらかといえ

ば行っている」と回答した学校の割合 

職場見学や職場体験活動を行っている学校の

割合 

長期休業日を利用した補充的な学習サポート

を実施している学校の割合 

「朝読書」などの一斉読書の時間を週に複数回

以上設けている学校の割合 

自然の中で集団宿泊学習を行っている小学校

の割合 

算数・数学の授業において、習熟の遅いグルー

プに少人数指導を行い、習得できるように実施

している学校の割合 
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２ 千歳市学校教育基本計画策定会議設置要綱 

 

（設置） 

第１条 本市における学校教育に関する施策を総合的かつ体系的に推進するための長期計画

である千歳市学校教育基本計画（以下「基本計画」という。）の策定にあたり、幅広い意見を

基本計画に反映させるため、千歳市学校教育基本計画策定会議（以下「策定会議」という。）

を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 策定会議は、次に掲げる事項について協議し、意見を述べるものとする。 

 （１）基本計画の策定に関する事項 

 （２）その他教育長が必要と認める事項 

（組織等） 

第３条 策定会議は、委員 15 人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が依頼する。 

 （１）学識経験者 

 （２）教育関係者 

 （３）関係団体 

３ 委員の任期は、依頼の日から平成 26 年 3 月 31 日までとする。 

４ 委員に対する報酬は、支給しない。 

（会長及び副会長） 

第４条 策定会議に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員が互選する。 

３ 会長は、策定会議を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 策定会議は、会長が召集し、会長が議長となる。 

２ 策定会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 会長は、必要があると認めるときは、策定会議に関係者の出席を求め、意見若しくは説明を

聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（検討部会） 

第６条 策定会議は、会議の効率的な運営を図るため、検討部会を置き、次に掲げる事務を所

掌する。 

 （１）基本計画の策定に関し必要な事項の調査及び検討に関すること。 

 （２）基本計画の素案の作成に関すること。 

 （３）基本計画に係る資料の収集及び作成に関すること。 

２ 検討部会は、部会長、副部会長、部会員をもって組織し、次に掲げる者をもって充てる。 

 （１）部会長 教育部部長 
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 （２）副部会長 教育部次長、教育部次長(学校指導担当) 

 （３）部会員 学校教育課長、青少年課長、学校給食センター長、学校教育主事 

３ 検討部会の会議は、部会長が招集し、その議長となる。ただし、部会長に事故あるときは、あ

らかじめ部会長の指名する副部会長がその職務を代理する。 

（庶務） 

第７条 策定会議及び検討部会の庶務は、教育部企画総務課において処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、策定会議及び検討部会の運営に関し必要な事項は、会

長が別に定める。 

附 則 

 この要綱は、平成 25 年 4 月 26 日から施行する。 
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３ 千歳市学校教育基本計画策定会議委員･検討部会員名簿 

 

【千歳市学校教育基本計画策定会議委員】 

 

No. 役職 委員名 所属 備考 

1 会 長 川瀬 正明 千歳科学技術大学長 
大学（千歳科学技術大学） 

2 副会長 亀浦 正幸 千歳市立信濃小学校校長 
校長会（小学校） 

3 委 員 出村 好孝 千歳市立向陽台中学校校長 校長会（中学校） 

4 委 員 松井 明生 千歳市立日の出小学校教頭 
教頭会（小学校） 

5 委 員    小川  満 千歳市立青葉中学校教頭 
教頭会（中学校） 

6 委 員    荒井由紀恵 千歳第二小学校 PTA 会長 
PTA連合会 

7 委 員 斉藤美恵子 千歳幼稚園園長 
幼稚園連合会 

8 委 員 山内 雅彦 千歳市立高台小学校校長 
教育振興会 

9 委 員 橋本 丈則 北海道千歳高等学校校長 
高校（千歳高等学校） 

10 委 員 吉村 恭子 北海道千歳北陽高等学校校長 
高校（千歳北陽高等学校） 

11 委 員 宮崎 真彰 北海道千歳高等支援学校校長 
高校（千歳高等支援学校） 

12 委 員 佐藤 元康 一般社団法人千歳青年会議所理事長 青年会議所 

13 委 員 沼田 常好 千歳市町内会連合会会長 
町内会連合会 

14 委 員 守田 勝榮 千歳市人権擁護委員協議会会長 
人権擁護委員協議会 

  ※ 敬称略 

  ※ 順不同 

 

【千歳市学校教育基本計画策定会議検討部会員】 

 

No. 役職 委員名 所属 備考 

1 部会長 西本  隆史 教育部長  

2 副部会長 島倉  弘行 教育部次長  

3 副部会長 黒川  淳司 教育部次長（学校指導担当）  

4 部会員 島津  一久 学校教育課長  

5 部会員 小田   誠 青少年課長  

6 部会員 佐藤  一浩 学校給食センター長  

7 部会員 須川  康寛 学校教育主事  

8 部会員 小野崎 昭夫 学校教育主事  



69 

 

４ 用語解説 

 

 

昭和 54 年７月１日に制定された「千歳市民憲章」では、未来に向かって発展するまちへの

決意が込められている。 

 

世界をつなぐ  北の大空。 

千歳川の  清い流れ。 

開拓  ここに一世紀。 

私たちは  誇りある千歳市民です。 

郷土の発展と  お互いのしあわせを 

願い、この憲章をかかげて、力強く 

前進をつづけます。 

１  心身をきたえ、仕事にはげみ、 

      明るく  若々しい  まちにしましょう。 

１  自然を愛し、季節に親しみ、 

      快よく  楽しい  まちにしましょう。 

１  きまりを守り、力を合わせて、 

      美しく  住みよい  まちにしましょう。 

１  年よりを敬い、子供の夢をはぐくみ、 

      温かく  平和な  まちにしましょう。 

１  文化を育て、希望にみちた、 

      豊かな  おちついた まちにしましょう。 

 

 

現在、少子高齢化の進展などにより社会・経済状況が変化する中で、ゆとりや生活の向上を求

めて市民の価値観が多様化・複雑化し、特色あるまちづくりが求められています。 

このような状況の中で、住みよさを実感し、誇りをもてるまちを実現するためには、これまで行政

が担ってきた公共の分野に市全体で取り組むことが求められ、市民が自主的なまちづくり活動を行

うとともに、これまで以上に市民のニーズを反映しながら行政活動が行われることが重要となって

います。 

かつて、私たちのまちでは、村民総出で無償の汗を流して抜根と整地を行い、広大な火山灰地

に着陸場をつくりました。自分の持っている知識や能力を生かし、社会貢献したいという市民の意

識の高まりがみられる今こそ、「事に当たって一致団結する」先人たちの精神を呼び覚まし、みん

なで力を合わせ、知恵を出し、汗を流すことが求められています。 

それは、本来のまちづくりの姿であり、千歳が目指す「みんなで進めるまちづくり（市民協働による

まちづくり）」です。 

「みんなで進める千歳のまちづくり条例」の前文の一部 

千歳市民憲章 
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ここで、平成 19 年に定められた「みんなで進める千歳のまちづくり条例」に至る歩みを振り返る。 

【千歳】 

千歳川の流れる豊かな大地は、はるか昔より今日に至るまで人々の暮らしを支えてきた。千

歳一帯は、かつて「シコツ」と呼ばれていた。これは、アイヌの人たちの言葉で「大きなくぼ地、谷」

という意味である。「千歳」といいう地名が名づけられたのは、文化 2 年（1805 年）、江戸幕府蝦

夷地奉行の羽太正養（はぶとまさやす）が、多くの鶴が生息している光景にふれ、「鶴は千年」の

故事にちなんで「千歳」と命名したと伝えられている。明治 13 年（1880 年）には戸長役場が千

歳村に置かれた。 

戸長役場が開庁した当時、千歳は室蘭街道の小さな宿場町として栄えていたが、明治 25 年、

室蘭本線が開業してからは、近代交通の陰に押し込まれ、人々の往来がなくなり、活気を失っ

ていった。ところが、大正 15 年（1926 年）今日の発展の契機となる村民の働きが生まれた。 

 

【着陸場】 

８月 22 日、鉄道札幌線開通を記念する催事を千歳で開催することにした小樽新聞社（後の

北海道新聞社）の社員が千歳村役場を訪れ、湯茶の接待を依頼した。役場はこの申し入れを

受け入れ、千歳の特産物であるヤマブドウ、じゃがいも、三平汁を用意することを伝えた。当時

の千歳村には食堂がなく最大の歓待であった。この対応に感激した新聞社員は社保有の飛行

機を千歳上空に派遣することを提案した。数日後、社員は操縦士を伴って千歳を訪れた。操縦

士は飛行機を無事に着陸させるための場所の選定にとりかかった。操縦士が案内されたサンナ

シ沢周辺は、平坦かつ広大な火山灰地である。ここの地盤は飛行機の離着陸に適していた。し

かし、伐採した後の根株が２，３坪に一つあり抜根整地しなくてはならない。長さ 110 間、幅 60

間（約 200ｍ×110ｍ、6700 坪）を着陸可能な状態にすることで話はまとまった。着陸場を早

急に造らなければならない。村民の労力奉仕を仰ぐこととし、着陸場建設の村民大会が開催さ

れた。議題は「着陸場を造るか否かの件」。提案は村民の賛同を得た。鋸、鍬によって整地作

業が進められたが、青年団、婦人会、小学生までもが参加して、着陸場を造るため、抜根など

の労働に耐え、二日間、汗だくの工事が繰り広げられた。 

北の空の玄関「千歳」の発展のかけがえのない一歩となった着陸場の建設工事。その時小学

生として参加した林元一氏は、その時のようすを自らの著で次のように記している。 

「広場では小学生達が、大人が掘り起こした木の根や枝を運んで、燃えさかる焚き火の中に

投げ入れていました。その子供たちの殆どは、つつ袖の木綿の着物に、下駄や藁草履を履いて

居ましたが、蟻を苦にする様子も無く、中には仕事熱心の余り蟻の巣を踏み付けて行く子供も居

ましたが，皆平然と仕事を続けて居ました。子供心に、木の枝を運んでいると蟻に咬まれないの

だと感じた私は、みんなと一緒に木を運ぶことにしました。大人や小学生たちが運ぶときに落とし

ていった小さな小枝は、小さな私にも楽々と運ぶことが出来ました。小枝を運びはじめてみると、

あれほど私を悩ませた赤蟻の攻撃も気にならなくなり、そればかりか肩にいっぱい木を担いだ小

父さん達が、私の側を通るとき、『ほう坊主も働いているのか、偉いな』と大きな声で誉めてくれた



71 

 

ので、すっかり調子に乗った私は、拾い集めた小枝を両手一杯に抱え込んで焚き火の側に運び、

エイッエイッと掛け声をかけながら火の中に投げ入れていたのを懐かしく思い出されます。」（「千

歳維新―飛行場を造った人達」林元一著 千歳文庫 1989 年） 

10 月 22 日、早朝から村人が徒歩や自転車に乗って続々と着陸場に集まった。小樽新聞社

は当日の様子を次のように報じた。 

「この日千歳村民に対する謝恩飛行を兼ねて千歳飛行場開きのために札幌飛行場を出発し

た我社北海一号機は午後 1 時 15 分紺碧の空に上層雲を突破って防風林の西北隅遥かに其

の機影を表はし一点また一点見る見る中に勇姿の拡がりは千歳飛行場の上空を圧してしまった。

一周又一周謝恩の熱意をこめた我社の宣伝ビラ数万枚を木の葉のようにばら撒きつつ見事な

旋回飛行を秋の光に映へ散らせながら待ちに待った千歳村民の好意に酬いるため土の匂いの

まだ新鮮な千歳飛行場へ午後 1 時 20 分無事着陸した。」 

その後、二次三次と拡張工事が進められ、昭和 12 年には総面積 17 万２千坪余りの立派な

飛行場が造り上げられていった。これらの歩みが強固な礎となり、民間航空の定期路線や航空

自衛隊の開設へとつながった。人口は急増、昭和33年（1958年）道内24番目の「市」として、

千歳市が誕生した。市制施行以来、工業団地の造成等産業基盤の拡大、ＪＲ千歳線の電化と

高架化、高速道路網の整備、新千歳空港の開港等交通機能の優位性を生かし、文化・教育・

医療・福祉等都市機能の充実が図られてきた。 

 

 

飛行場建設の話が持ち上がってから僅か 2 か月、この短期間で実現させたスピードは驚異的で

す。このことを可能にしたものは何か、当時、村の指導者達は、昼も夜も火山灰に覆われた村を、

他の村に劣らない豊かな村にしようと心を砕いていました。また、人口 5,500 人程の全村民も指導

者達と同じように村の将来を案じており、全ての人々が村の発展を願っていました。飛行場建設に

奉仕した村民の間に只の一度も不満がましい言葉や態度は無かったということです。この強い絆、

協働の精神が短期間に夢の実現を果たしたと言えるでしょう。 

最後に、先人の飛行機に対する知的な好奇心、着陸場の建設に向かった積極的な決断と旺

盛な行動力についてです。 

着陸場建設にあたった人々に着目するとき、皆一人の人間として確固とした個が確立されてい

たことが分かります。先に引用した「飛行場を造った人たち」には、「未来からの微かな音を聞いた

人達」として、次のように記されています。 

「幼かった私も、人々と一緒に作業に出ていましたが、どの顔も希望に満ちているような明るさで

した。あの希望に満ちた顔は、たび重なる不幸のなかで追い詰められた獣のような研ぎ澄まされた

神経が、飛行場こそ疲弊した村に幸せを運んでくれるという、微かな音を聞いたのかもしれません。

未来を告げる微かな音を聞き、その音の方向を適確に掴んで、挙村一致力を併せて事に当たっ

て邁進してくれた多くの先人たちのお蔭で、私達千歳市民の今日があるということを、私達は忘れ

ることは出来ないと思います。」 

いかにして、「未来を告げる微かな音」を聞き、「その音の方向を適確に」掴んだのでしょうか。そ

先人たちの魂 
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こに、飛行機という新しいもの対する夢や知的な好奇心にあふれる村民の姿を思い浮かべること

ができます。また、「飛行場こそが疲弊した村に幸せを運んでくれる」という直観的な洞察、飛行場

建設に乗り出す積極的な決断や目的に向かって進む旺盛な行動力がこれらを可能にしたのでは

ないでしょうか。 

    

 

千歳の自然や工業、農業、交通機関などだけではなく、校舎、教室、通学路等子どもたちが触

れるものすべてが「ふるさと千歳」である。今ここ千歳で暮らし、学んでいることに喜びを感じ、「自分

は人のために役に立ち、頼られる存在である。」という感覚を覚えるとき、成長の土台が築かれる。

成長のための努力を教え、確実に歩んでいることの自信を持たせ、生き生きと学ぶ子どもを育てる。

また、国際都市千歳に暮らしながら、そのメリットを生かし、国内外の人々との交流を進め、未来に

向かって生きていることの希望をふくらませる。 

 

 

ふるさと千歳 
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【用語解説一覧(50 音順)】 

 

【あ行】 

ＩＣＴ 【P11・P19・P21・P43・P49】 

ｅ－ラーニング 【P49】 

生きる力 【P15・P18・P19・P20・P21・P51】 

１校１実践 【P53】 

イングリッシュキャンプ【P46】 

ＡＬＴ 【P45】 

栄養教諭 【P55】 

ＡＤＨＤ 【P57】 

ＮＰＯ 【P42】 

ＬＤ 【P10・P55】 

 

【か行】 

学習指導要領 【P15】 

学校支援地域本部 【P39】 

学校評価 【P39】 

学校力 【P19・P20・P21・P38・P39・P40・

P41・P42】 

「家庭力」「地域力」 【P20】 

キャリア教育 【P35・P42】 

教育課程 【P14・P26・P38・P41・P42】 

グローバル化 【P6・P7・P45】 

高機能自閉症 【P57】 

校内研修 【P40・P56・P64】 

心のノート 【P50】 

コーディネーション運動【P53】 

個別の教育支援計画 【P57】 

子ども１１０番の家 【P36】 

 

【さ行】 

自己肯定感【P9】 

自己有用感【P18･P21・P26・P27・P28・

P29】 

司書教諭 【P51】 

実物投影機 【P43】 

児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問

題に関する調査 【P9】 

シャトルラン【P8】 

巡回相談 【P57】 

小１プロブレム 【P34・P41】 

少人数指導 【P48・P65】 

情報モラル 【P6】 

食育 【P54・P55】 

新体力テスト 【P53】 

スーパーバイザー 【P57】 

スクールカウンセラー 【P28】 

全国学力・学習状況調査 【P7・P8・P9・

P48・P60】 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査【P8】 

総合的な学習の時間 【P44・P45・P51・

P52・P55】 

    

【た行】 

耐震化率 【P30】 

確かな学力 【P19・P20・P21・P38・P48・

P49・P69】 

地域の教育力 【P11・P21・P35】 

地産地消 【P54】 

千歳市教育機関懇話会 【P41】 

中１ギャップ、高 1 クライシス 【P41】 

ティーム・ティーチング 【P45・P48】 

適応指導教室 【P9・P29】 

特別支援学級 【P10・P56】 

特別支援教育 【P10・P20・P21・P56・P57】 

特別支援教育コーディネーター 【P56・

P57】 

図書館司書 【P51】 

 

【は行】 

「早寝早起き朝ごはん」運動 【P33】 

非構造部材 【P30】 

ＰＩＳＡ調査 【P15】 

ＰＤＣＡサイクル 【P3】 

フッ化物洗口 【P55】 

 

【ま行】 

マネジメント 【P20・P27・P38】 

 

【や行】 

薬物乱用防止教室 【P55】 

 

【わ行】 

わかる授業 【P49】 


